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楚
遊
日
記
（
１
）

●
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
正
月
十
一
日
～
三
十
日
、
二
○
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

●
訳
注
稿

第
二
部

遊
衡
山
日
記
（
一
月
二
十
一
日
～
二
十
八
日
）

［
一
月
二
十
一
日
］

《
概
要
》
早
朝
、
楊
子
坪
か
ら
舟
航
。
雷
家
埠
を
経
て
、
湘
江
に
入
る
。
湘
江
を
下
り
、
衡
山
県
城
に
着

き
、
上
陸
。
陸
行
。
師
姑
橋
を
経
て
、
（
南
岳
区
に
入
り
）
司
馬
橋
を
わ
た
っ
て
、
南
岳
廟
に
着
く
。
南

嶽
登
山
は
後
回
し
と
し
、
東
側
の
水
簾
洞
探
索
に
出
か
け
る
。
水
簾
洞
探
索
。
次
い
で
九
真
洞
探
索
を
試

み
た
が
、
時
間
切
れ
で
南
岳
廟
に
引
き
返
し
て
泊
。
地
元
民
に
よ
れ
ば
、
九
真
洞
の
「
洞
」
と
は
「
洞
穴
」

で
は
な
く
、
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

■
本
文
の
部

二
十
一
日

四
鼓
、
月
明
、
舟
人
即
促
下
舟
。
二
十
里
、
至
雷
家
埠
、
出
湘
江
、
雞
始
鳴
。
又
東
北
順
流
十
五
里
、

抵
衡
山
縣
。
江
流
在
縣
東
城
下
。
自
南
門
入
、
過
縣
前
、
出
西
門
。
三
里
、
越
桐
木
嶺
、
始
有
大
松
立
路

側
。
又
二
里
、
石
陂
橋
、
始
夾
路
有
松
。
又
五
里
、
過
九
龍
泉
、
有
頭
巾
石
。
又
五
里
師
姑
橋
、
山
隴
始

開
、
始
見
祝
融
北
峙
、
然
夾
路
之
松
、
至
師
姑
橋
而
盡
矣
。
橋
下
之
水
東
南
去
。
又
五
里
入
山
、
復
得
松
。

又
五
里
、
路
北
有
「
子
抱
母
松
」
［
大
者
二
抱
、
小
者
分
兩
岐
］
。
又
二
里
、
越
佛
子
坳
、
又
二
里
、
上

俯
頭
嶺
、
又
一
里
則
岳
市
矣
。
過
司
馬
橋
、
入
謁
岳
廟
、
出
飯
於
廟
前
。
問
水
簾
洞
在
山
東
北
隅
、
非
登

山
之
道
；
時
纔
下
午
、
猶
及
登
頂
、
密
雲
無
翳
、
恐
明
日
陰
睛
未
卜
。
躊
躇
久
之
、
念
既
上
豈
能
復
迂
道

而
轉
、
遂
東
出
岳
市
、
即
由
路
亭
北
依
山
轉
岐
。
初
、
路
甚
大
、
乃
湘
潭
入
岳
之
道
也
。
東
北
三
里
、
有

小
溪
自
岳
東
高
峯
來
、
遇
樵
者
引
入
小
徑
。
三
里
、
上
山
峽
、
望
見
水
簾
布
石
崖
下
。
二
里
、
造
其
處
、

乃
瀑
之
瀉
於
崖
間
者
、
可
謂
之
「
水
簾
」、
不
可
謂
之
「
洞
」
也
。
崖
北
石
上
大
書
「
朱
陵
大
瀝
洞
天
」、

並
「
水
簾
洞
高
山
流
水
」
諸
字
、
皆
宋
元
人
所
書
、
不
辨
其
人
款
。
引
者
又
言
、
其
東
九
眞
洞
、
亦
山
峽

間
出
峽
之
瀑
也
。
下
山
又
東
北
二
里
、
登
山
循
峽
、
逾
一
隘
、
中
峯
廻
水
繞
、
引
者
以
爲
九
眞
矣
。
有
焚

山
者
至
。
曰
：
「
此
壽
寧
宮
故
址
、
乃
九
眞
下
流
。
所
云
洞
者
、
乃
山
環
成
塢
、
與
此
無
異
也
、
其
地
在

紫
蓋
峯
之
下
。
逾
山
而
北
尚
有
洞
、
亦
山
塢
、
〔
漸
近
湘
潭
境
。
」
予
見
日
將
暮
、
遂
出
山
、
十
里
、
〕
僧

寮
已
近
、
還
宿
廟
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
一
日

四
鼓
、
月
明
か
な
り
。
舟
人
即
ち
促
し
て
舟
に
下
ら
し
む
。

二
十
里
に
し
て
、
雷
家
埠
に
至
る
。
湘
江
に
出
づ
。
雞
始
め
て
鳴
く
。
又
た
東
北
に
流
れ
に
順
ひ
て
五
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里
に
し
て
、
衡
山
縣
に
抵
る
。
江
の
流
れ
は
縣
の
東
城
の
下
に
在
り
。

南
門
よ
り
入
り
、
縣
の
前
を
過
ぎ
、
西
門
よ
り
出
づ
。

三
里
に
し
て
、
桐
木
嶺
を
越
ゆ
。
始
め
て
大
松
の
路
側
に
立
つ
有
り
。
又
た
二
里
に
し
て
、
石
陂
橋
た

り
。
始
め
て
路
を
夾
み
て
松
有
り
。
又
た
五
里
に
し
て
、
九
龍
泉
を
過
ぐ
。
頭
巾
石
有
り
。
又
た
五
里
に

し
て
師
姑
橋
た
り
。
山
隴
始
め
て
開
け
、
始
め
て
祝
融
の
北
峙
す
る
を
見
る
。
然
れ
ど
も
路
を
夾
む
の
松

は
、
師
姑
橋
に
至
り
て
盡
け
り
。
橋
下
の
水
は
東
南
に
去
る
。

又
た
五
里
に
し
て
山
に
入
り
、
復
た
松
を
得
。
又
た
五
里
に
し
て
、
路
の
北
に
「
子
抱
母
松
」
有
り
。

［
大
な
る
者
は
二
抱
、
小
な
る
者
は
兩
岐
に
分
か
る
］
。
又
た
二
里
に
し
て
、
佛
子
坳
を
越
ゆ
。
又
た
二

里
に
し
て
、
俯
頭
嶺
を
上
る
。
又
た
一
里
な
れ
ば
則
ち
岳
市
な
り
。

司
馬
橋
を
過
ぎ
、
岳
廟
に
入
り
謁
す
。
出
で
て
廟
前
に
飯
す
。
問
ふ
に
、
水
簾
洞
は
山
の
東
北
隅
に
在

り
て
、
登
山
の
道
に
非
ず
と
。
時
に
纔
に
下
午
に
し
て
、
猶
ほ
頂
に
登
る
に
及
ぶ
が
ご
と
し
。
密
雲
あ
る

も
翳
る
無
く
、
明
日
の
陰
睛
未
だ
卜
せ
ざ
る
を
恐
る
。
躊
躇
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
す
。
念
ふ
に
既
に
上

れ
ば
、
豈
に
能
く
復
た
道
を
し
て
轉
ぜ
ん
、
と
。
遂
に
東
の
か
た
岳
市
を
出
で
、
即
ち
路
の
亭
の
北
よ
り

山
に
依
り
て
岐
に
轉
ず
。

初
め
、
路
甚
だ
大
な
り
。
乃
ち
湘
潭
よ
り
岳
に
入
る
の
道
な
り
。
東
北
に
三
里
に
し
て
、
小
溪
の
岳
東

の
高
峯
よ
り
來
る
有
り
。
樵
者
に
遇
す
。
引
き
て
小
徑
に
入
ら
し
む
。
三
里
に
し
て
、
山
峽
を
上
る
。
水

簾
の
石
崖
の
下
に
布
す
る
を
望
見
す
。
二
里
に
し
て
、
其
の
處
に
造
る
。
乃
ち
瀑
の
崖
の
間
に
瀉
す
る
者

い
た

に
し
て
、
之
を
「
水
簾
」
と
謂
ふ
べ
き
も
、
之
を
「
洞
」
と
謂
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
崖
の
北
の
石
上
に

「
朱
陵
大
瀝
洞
天
」
並
び
に
「
水
簾
洞
高
山
流
水
」
の
諸
字
を
大
書
す
。
皆
な
宋
元
人
の
書
す
所
な
る
も
、

其
の
人
の
款
を
辨
ぜ
ず
。

引
者
又
た
言
ふ
、
其
の
東
に
九
眞
洞
あ
り
、
亦
た
山
峽
の
間
に
て
峽
を
出
づ
る
の
瀑
な
り
、
と
。
山
を

下
り
又
た
東
北
に
二
里
に
し
て
、
山
を
登
り
峽
に
循
ひ
、
一
隘
を
踰
ゆ
れ
ば
、
中
は
峯
廻
り
水
繞
る
。
引

者
以
っ
て
九
眞
と
な
す
。
山
を
焚
す
る
者
の
至
る
有
り
。
曰
く
「
此
れ
壽
寧
宮
の
故
址
な
り
、
乃
ち
九
眞

の
下
流
な
り
。
云
ふ
所
の
洞
な
る
者
は
、
乃
ち
山
環
り
て
塢
を
成
す
に
し
て
、
此
と
異
な
る
無
き
な
り
。

其
の
地
は
紫
蓋
峯
の
下
に
在
り
。
山
を
逾
え
て
北
に
尚
ほ
洞
有
り
、
亦
た
山
塢
あ
り
、
漸
く
湘
潭
の
境
に

近
き
な
り
」
と
。
予
日
の
將
に
暮
れ
ん
と
す
る
を
見
、
遂
に
山
を
出
づ
。
十
里
に
し
て
、
僧
寮
已
に
近
し
、

還
り
て
廟
に
宿
す
。

●
語
注

○
四
鼓

四
更
。
午
前
一
時
半
か
ら
三
時
半
く
ら
い
。

○
雷
家
埠

黄
珅
は
、
今
の
「
雷
溪
」
と
い
い
、
譚
民
政
は
、
い
ま
の
新
塘
鎮
雷
新
村
が
こ
こ
で
は
、
と

い
う
（
八
四
頁
）
。
大
小
地
図
で
は
洣
水
と
湘
江
と
の
合
流
地
点
の
地
名
を
記
さ
な
い
が
、
新
塘
鎮
の
地

名
は
、
合
流
地
点
よ
り
も
北
の
、
衡
山
県
の
対
岸
や
や
南
に
記
す
。
「
衡
山
県
」
図
、
十
「
高
山
縣
」
図

で
は
、
合
流
地
点
付
近
に
「
雷
渓
市
」
が
見
え
る
。

○
衡
山
県
城

今
の
衡
陽
市
衡
山
県
開
雲
鎮
。
湘
江
沿
い
に
あ
っ
て
、
衡
山
登
山
の
入
口
に
あ
た
る
。

○
桐
木
嶺

黄
珅
は
、
ま
た
桐
崗
と
い
い
、
「
桐
崗
帰
牧
」
は
衡
山
八
景
の
一
だ
と
注
す
。

○
九
龍
泉

黄
珅
は
、
泉
眼
が
多
く
あ
る
の
で
、
こ
の
名
を
得
た
と
注
す
。
十
「
衡
山
県
」
図
、
「
衡
山

県
」
図
に
「
九
龍
泉
」
が
、
大
地
図
・
小
地
図
②
に
「
九
龍
」
が
見
え
る
。

○
師
姑
橋

黄
珅
は
、
今
の
師
古
橋
で
、
旁
ら
に
師
姑
塔
が
あ
る
の
で
、
こ
の
名
を
得
た
と
注
す
。
「
地

名
湖
南
」、
各
地
図
に
見
え
る
。
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○
祝
融

祝
融
峯
。
南
岳
衡
山
の
主
峯
。
海
抜
一
二
九
八
㍍
。

○
岳
市

南
岳
市
。
今
の
南
岳
区
。
南
岳
の
麓
の
ま
ち
。

○
司
馬
橋

黄
珅
は
、
龍
隠
河
の
上
流
に
架
か
る
橋
で
、
明
の
司
馬
で
あ
っ
た
劉
堯
誨
が
建
て
た
の
で
こ

の
名
が
あ
る
と
注
す
。

○
水
簾
洞

黄
珅
は
、
南
岳
廟
の
北
八
里
、
紫
蓋
峯
の
下
に
あ
り
、
旧
名
は
朱
陵
祠
、
道
教
の
第
三
洞
天

で
あ
る
と
注
す
。
杜
光
庭
『
洞
天
福
地
岳
瀆
名
山
記
』
に
は
、
三
十
六
洞
天
（
小
洞
天
）
の
三
番
目
に
「
衡

山
、
朱
陵
洞
天
、
七
百
里
、
在
衡
州
衡
山
県
」
と
あ
る
。
「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
に
「
〔
朱
陵
洞
〕
在
紫

蓋
峯
…
…
洞
有
飛
泉
掛
壁
、
是
爲
水
簾
洞
」
な
ど
と
あ
る
。「
南
岳
市
」
図
に
見
え
る
。

○
既
上
豈
能
復
迂
道
而
轉

徐
霞
客
が
今
い
る
南
岳
太
廟
は
南
岳
市
か
ら
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
祝

融
峯
と
水
簾
洞
と
に
向
か
う
分
か
れ
道
に
あ
た
る
。
ま
ず
祝
融
峯
へ
行
く
と
そ
の
あ
と
水
簾
洞
へ
行
く
た

め
に
は
南
岳
太
廟
ま
で
引
き
返
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
徐
霞

客
は
、
水
簾
洞
訪
問
を
先
に
し
、
そ
の
の
ち
祝
融
峯
へ
登
り
、
南
岳
太
廟
へ
引
き
返
す
こ
と
な
く
、
そ
の

ま
ま
西
に
南
岳
を
下
っ
て
い
る
。

○
湘
潭

長
沙
府
の
県
で
、
衡
山
県
の
北
五
○
㌖
ば
か
り
に
位
置
す
る
。
そ
こ
か
ら
南
へ
衡
山
県
に
至
る

道
の
分
か
れ
道
の
ひ
と
つ
が
今
の
水
簾
洞
中
学
校
を
通
っ
て
南
岳
太
廟
に
至
る
。

○
九
眞
洞

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
に
「
〔
九
眞
洞
〕
在
碧
岫
峯
」
と
あ
る
。

○
壽
寧
宮

「
南
嶽
志
」
巻
二
十
寺
観
に
「
〔
九
眞
観
〕
在
嶽
廟
左
、
即
壽
寧
観
故
址
。
〔
明
一
統
志
〕

観
在
衡
山
仙
巖
峯
。
…
…
蓋
朱
陵
洞
天
之
霊
墟
也
」
と
あ
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
一
日
］

《

》
衡
山
県
城
へ
：
舟
航

15と
き
は
四
更
、
月
が
明
る
く
出
て
い
る
。
船
頭
が
す
ぐ
に
促
し
て
乗
客
を
乗
船
さ
せ
た
。

二
十
里
で
、
雷
家
埠
に
至
る
。
こ
こ
で
湘
江
に
出
る
。
雞
が
始
め
て
鳴
く
。
さ
ら
に
東
北
へ
、
流
れ
に

順
っ
て
五
里
進
み
、
衡
山
県
城
に
至
る
。
湘
江
の
流
れ
は
、
衡
山
県
城
の
東
の
城
壁
の
下
に
至
る
（
そ
こ

で
上
陸
す
る
）。

《

》
衡
山
県
城
か
ら
南
岳
廟
へ

16県
城
の
南
門
か
ら
入
城
し
、
県
の
役
所
の
前
を
通
り
過
ぎ
、
そ
の
ま
ま
西
門
か
ら
城
外
へ
出
た
。

三
里
進
み
、
桐
木
嶺
を
越
え
る
。
こ
こ
で
始
め
て
、
路
の
側
に
大
き
な
松
の
木
が
立
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
二
里
で
、
石
陂
橋
で
あ
る
。
こ
こ
で
始
め
て
路
の
両
側
に
松
林
が
続
く
。
さ
ら
に
五
里
で
、
九
龍
泉
を

過
ぎ
る
。
こ
こ
に
は
頭
巾
石
が
あ
る
。
さ
ら
に
五
里
で
師
姑
橋
で
あ
る
。
山
が
始
め
て
開
け
、
祝
融
峯
が

北
に
聳
え
て
い
る
の
が
初
め
て
見
え
た
。
し
か
し
、
路
の
両
側
に
あ
っ
た
松
林
は
、
師
姑
橋
に
至
っ
て
無

く
な
っ
た
。
橋
下
を
流
れ
る
小
川
は
、
東
南
の
方
角
へ
流
れ
去
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
五
里
で
山
に
入
る
。
こ
こ
で
再
び
松
林
に
入
る
。
さ
ら
に
五
里
で
、
路
の
北
に
「
子
抱
母
松
」

が
あ
る
［
自
注
１
］
。
さ
ら
に
二
里
で
、
仏
子
坳
を
越
え
る
。
さ
ら
に
二
里
で
、
俯
頭
嶺
を
上
る
。
さ
ら
に

一
里
行
く
と
、
南
岳
市
で
あ
る
。

《

》
水
簾
洞
探
訪

17司
馬
橋
を
渡
り
、
南
岳
廟
に
入
っ
て
拝
謁
す
る
。
廟
を
出
て
廟
前
で
食
事
に
す
る
。

（
地
元
の
者
に
）
水
簾
洞
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
水
簾
洞
は
山
の
東
北
隅
に
あ
っ
て
、
祝
融

峯
に
登
る
メ
イ
ン
ル
ー
ト
の
上
に
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
時
に
午
後
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
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祝
融
峯
に
登
る
時
間
は
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
現
在
雲
が
か
か
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
陰
っ
て
は
お
ら

ず
、
明
日
晴
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
、
本
日
頂
上
に
登
る
の
か
、
明
日
に
す
る
の
か
で
、
し

ば
ら
く
迷
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
登
っ
て
き
た
か
ら
に
は
道
を
転
じ
る
の
も
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
水
簾
洞
を
優

先
す
る
こ
と
と
し
た
。
遂
に
岳
市
を
東
に
出
て
、
路
端
の
亭
の
北
側
を
通
っ
て
、
山
な
り
に
分
か
れ
道
に

入
っ
て
行
く
。

初
め
の
こ
ろ
、
路
は
甚
だ
広
か
っ
た
。
こ
の
道
は
湘
潭
か
ら
南
岳
へ
入
る
道
だ
で
あ
る
（
だ
か
ら
割
合

と
大
き
い
）
。
東
北
に
三
里
進
む
と
、
南
岳
東
部
の
高
峯
か
ら
流
れ
て
く
る
小
さ
な
渓
流
が
あ
る
。
樵
者

に
行
き
会
っ
た
の
で
案
内
を
頼
む
。
彼
は
我
々
を
小
徑
に
引
き
入
れ
た
。
三
里
進
み
、
山
峽
を
上
る
。
水

の
簾
が
石
崖
の
下
に
広
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
二
里
で
、
そ
の
場
所
に
至
っ
た
。
こ
こ
こ
そ
瀑
布
が

崖
の
間
に
注
い
で
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
水
簾
」
と
は
言
え
て
も
、
「
洞
」
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
崖
の
北
の
石
上
に
「
朱
陵
大
瀝
洞
天
」
及
び
「
水
簾
洞
高
山
流
水
」
の
文
字
が
大
書
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
皆
な
宋
元
人
が
書
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
落
款
は
摩
滅
し
て
お
り
誰
の
も
の
か
は
弁
別
で
き
な

か
っ
た
。

《

》
九
真
洞
探
訪
を
断
念

18案
内
の
者
が
さ
ら
に
言
う
「
こ
の
東
に
九
真
洞
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
山
峽
の
間
に
あ
っ
て
、
峡
谷
か

ら
出
て
い
る
瀑
布
で
あ
る
」
と
。

山
を
下
り
、
さ
ら
に
東
北
に
二
里
進
み
、
山
を
登
り
山
峽
に
沿
っ
て
、
狭
隘
な
出
口
を
越
え
る
と
、
そ

の
中
は
山
峯
が
周
り
を
囲
み
、
水
が
廻
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
案
内
人
は
、
こ
こ
が
九
真
だ
と
い
う
。

た
ま
た
ま
山
焼
き
を
し
て
い
る
も
の
が
や
っ
て
き
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
、

「
こ
れ
は
寿
寧
宮
の
址
で
あ
る
。
九
真
洞
の
下
流
に
あ
た
る
。
そ
も
そ
も
こ
こ
で
い
う
“
洞
”
と
い
う
の

は
、
山
が
周
囲
を
囲
っ
て
い
て
窪
地
を
成
し
て
い
る
も
の
を
い
い
、
そ
の
点
で
、
九
真
洞
は
こ
の
場
所
と

似
て
い
る
。
そ
こ
は
紫
蓋
峯
の
下
に
あ
た
る
。
山
を
越
え
て
北
に
行
く
と
別
の
洞
が
あ
り
、
ま
た
窪
地
が

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
湘
潭
と
の
境
に
近
い
」
と
。

も
う
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
私
は
（
九
真
洞
を
探
索
す
る
の
は
あ
き
ら
め
て
）
山
を
出
る

こ
と
に
し
た
。
十
里
進
む
と
、
僧
房
が
近
く
に
見
え
た
。
そ
こ
で
引
き
返
し
て
南
嶽
廟
に
宿
し
た
。

［
自
注
１
］
大
き
い
方
は
二
抱
え
の
太
さ
が
あ
り
、
小
さ
い
方
は
先
が
ふ
た
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

［
一
月
二
十
二
日
］

《
概
要
》
南
岳
衡
山
へ
の
登
攀
活
動
。
南
岳
廟
か
ら
祝
融
峯
ま
で
。

「
上
海
新
整
理
本
」
の
底
本
で
あ
る
「
季
本
」
は
、
わ
ず
か
一
文
の
み
。
乾
隆
本
に
は
詳
細
な
記
事
が

あ
る
。
乾
隆
本
を
訳
す
が
、
登
山
途
中
の
寺
院
や
名
勝
な
ど
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
、
乾
隆
本
の
記
載
は
、

現
在
確
認
で
き
る
も
の
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

＊
「
乾
隆
本
」：
「
南
岳
廟
→
鉄
仏
寺
→
丹
霞
寺
→
宝
善
堂
→
半
山
菴
→
湘
南
寺
→
南
天
門
→
上
封
寺
」

＊
小
地
図
②
附
載
「
南
岳
衡
山
風
景
名
勝
区
」
図
：
「
南
岳
廟
→
玉
板
橋
→
半
山
亭
→
丹
霞
寺
→
鉄
仏
寺

→
湘
南
寺
→
南
天
門
→
上
封
寺
」

「
南
嶽
志
」
の
記
事
や
「
南
嶽
市
」
図
の
記
載
も
、
現
在
の
位
置
関
係
の
方
が
符
号
す
る
。
こ
の
点
で

言
え
ば
、
南
岳
衡
山
へ
の
登
山
に
関
し
て
は
、
乾
隆
本
徐
霞
客
游
記
は
、
記
事
の
信
頼
性
に
問
題
が
あ
る
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と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

■
本
文
の
部

二
十
二
日

十
五
里
、
半
山
庵
。
五
里
、
南
天
門
。

〔
力
疾
登
山
。
由
岳
廟
西
度
將
軍
橋
、
岳
廟
東
西
皆
澗
。
北
入
山
一
里
、
爲
紫
雲
洞
、
亦
無
洞
、
山
前

一
崗
當
戸
環
成
耳
。
由
此
上
嶺
一
里
、
大
石
後
度
一
脊
、
里
許
、
路
南
有
鐵
佛
寺
。
寺
後
躋
級
一
里
、
路

兩
旁
倶
細
竹
蒙
茸
。
上
嶺
、
得
丹
霞
寺
。
復
從
寺
側
北
上
、
由
絡
絲
潭
北
下
一
嶺
、
又
循
絡
絲
上
流
之
澗

一
里
、
爲
寶
善
堂
。
其
處
澗
從
東
西
兩
壑
來
、
堂
前
有
大
石
如
劈
、
西
澗
環
石
下
、
出
玉
板
橋
、
與
東
澗

合
而
南
。
寶
善
界
兩
澗
中
、
去
岳
廟
已
五
里
。
堂
後
復
躡
蹬
一
里
、
又
循
西
澗
嶺
東
平
行
二
里
、
爲
半
雲

菴
。
菴
後
渡
澗
西
、
躡
級
直
上
二
里
、
上
一
峯
、
爲
茶
菴
。
又
直
上
三
里
、
逾
一
峯
、
得
半
山
菴
、
路
甚

峻
。
由
半
山
菴
丹
霞
側
北
上
、
竹
樹
交
映
、
青
翠
滴
衣
。
竹
中
聞
泉
聲
淙
淙
。
自
半
雲
逾
澗
、
全
不
與
水

遇
、
以
爲
山
高
無
水
、
至
是
聞
之
殊
快
。
時
欲
登
頂
、
過
諸
寺
倶
不
入
。
由
丹
霞
上
三
里
、
爲
湘
南
寺
、

又
二
里
、
南
天
門
。
〕
平
行
東
向
二
里
、
分
路
。
南
一
里
、
飛
來
船
・
講
經
臺
。
轉
至
舊
路
、
又
東
下
半

里
、
北
度
脊
、
西
北
上
三
里
、
上
封
寺
。
上
封
東
有
虎
跑
泉
、
西
有
卓
錫
泉
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
二
日

十
五
里
に
し
て
、
半
山
庵
た
り
。
五
里
に
し
て
、
南
天
門
た
り
。

〔
乾
隆
本
〕

力
疾
に
山
を
登
る
。
岳
廟
の
西
よ
り
將
軍
橋
を
度
る
。
岳
廟
の
東
西
は
皆
な
澗
な
り
。
北
の
か
た
山
に

入
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
紫
雲
洞
た
り
。
亦
た
洞
無
く
、
山
前
の
一
崗
の
戸
に
當
り
て
環
成
す
る
の
み
。

此
よ
り
嶺
を
上
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
大
石
の
後
ろ
に
て
一
脊
を
度
る
。
里
許
り
に
し
て
、
路
の
南
に
鐵

佛
寺
有
り
。
寺
の
後
ろ
級
を
躋
む
こ
と
一
里
、
路
の
兩
旁
は
倶
に
細
竹
蒙
茸
た
り
。
嶺
に
上
り
て
、
丹
霞

寺
を
得
。
復
た
寺
の
側
よ
り
北
に
上
る
。
絡
絲
潭
の
北
よ
り
一
嶺
を
下
る
。
又
た
絡
絲
の
上
流
の
澗
に
循

ふ
こ
と
一
里
に
し
て
、
寶
善
堂
た
り
。
其
の
處
の
澗
は
東
西
兩
壑
よ
り
來
る
。
堂
前
に
大
石
の
劈
す
る
が

如
き
有
り
。
西
の
澗
は
石
下
を
環
り
、
玉
板
橋
に
出
で
、
東
澗
と
合
し
て
南
す
。
寶
善
は
兩
澗
の
中
に
界

し
、
岳
廟
を
去
る
こ
と
已
に
五
里
な
り
。
堂
の
後
ろ
に
て
復
た
蹬
を
躡
む
こ
と
一
里
に
し
て
、
又
た
西
澗

の
嶺
の
東
に
循
ひ
、
平
行
す
る
こ
と
二
里
に
し
て
、
半
雲
菴
た
り
。
菴
の
後
ろ
よ
り
澗
を
度
り
、
西
に
級

を
躡
み
て
直
ち
に
上
る
こ
と
二
里
、
一
峯
を
上
れ
ば
、
茶
菴
た
り
。
又
た
直
ち
に
上
る
こ
と
三
里
に
し
て
、

一
峯
を
踰
え
て
、
半
山
菴
を
得
。
路
甚
だ
峻
な
り
。
半
山
菴
の
丹
霞
側
よ
り
北
に
上
る
。
竹
樹
交
々
映
え
、

青
翠
衣
を
滴
た
ら
せ
る
。
竹
中
に
泉
聲
の
淙
淙
た
る
を
聞
く
。
半
雲
よ
り
澗
を
逾
ゆ
る
ま
で
、
全
く
水
と

遇
は
ず
。
以
爲
ら
く
山
高
く
し
て
水
無
し
、
と
。
是
に
至
り
て
之
を
聞
き
殊
に
快
な
り
。
時
に
頂
に
登
ら

ん
と
欲
し
、
諸
寺
を
過
ぐ
る
も
倶
に
入
ら
ず
。
丹
霞
よ
り
上
る
こ
と
三
里
に
し
て
、
湘
南
寺
た
り
。
又
た

二
里
に
し
て
、
南
天
門
な
り
。
平
行
し
て
東
に
向
ふ
こ
と
二
里
な
る
も
の
、
路
を
分
つ
。
南
に
一
里
に
し

て
、
飛
來
船
・
講
經
臺
な
り
。
轉
じ
て
舊
路
に
至
り
、
又
た
東
に
下
る
こ
と
半
里
、
北
の
か
た
脊
を
度
り
、

西
北
に
上
る
こ
と
三
里
に
し
て
、
上
封
寺
た
り
。
上
封
の
東
に
虎
跑
泉
有
り
、
西
に
卓
錫
泉
有
り
。

●
語
注
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○
半
山
庵

「
南
嶽
志
」
巻
十
九
寺
観
に
「
〔
半
山
庵
〕
在
祝
高
嶺
鐵
佛
庵
下
」
と
あ
る
。
今
の
半
山
亭
。

南
岳
廟
と
祝
融
峯
の
中
間
に
あ
た
る
。
「
南
岳
市
」
図
に
見
え
る
。

○
南
天
門

祝
融
峯
の
入
口
に
あ
た
る
。
「
白
果
市
」
図
に
見
え
る
。
以
上
の
二
文
は
、
李
介
立
本
で
、

「
力
疾
」
以
下
が
乾
隆
本
。
内
容
は
重
複
し
て
い
る
。

○
力
疾

動
作
が
力
強
く
迅
速
な
さ
ま
。

○
鐵
佛
寺

「
南
嶽
志
」
巻
十
九
寺
観
に
「
〔
鐵
仏
菴
〕
在
祝
高
嶺
庵
。
内
有
鐵
佛
」
と
あ
る
。

○
蒙
茸

乱
れ
る
さ
ま
。

○
丹
霞
寺

「
南
嶽
志
」
巻
十
九
寺
観
に
「
〔
丹
霞
寺
〕
在
南
天
門
下
。
唐
智
通
禅
師
天
然
嘗
住
此
」
と

あ
る
。

○
絡
絲
潭

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
に
「
〔
絡
絲
潭
〕
在
廟
後
。
納
寿
澗
水
匯
而
爲
潭
」
と
あ
る
。

○
玉
板
橋

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
に
「
〔
玉
版
橋
〕
在
玉
版
溪
上
」
と
あ
る
。
「
南
岳
市
」
図
に
見
え

る
。

○
湘
南
寺

「
南
嶽
志
」
巻
十
九
寺
観
に
は
「
〔
湘
南
寺
〕
在
嶽
廟
東
」
と
あ
り
、
麓
の
南
岳
廟
付
近
に

あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
現
在
同
名
の
寺
院
は
、
南
嶽
中
の
鉄
仏
寺
と
南
天
門
の
間
に
あ
る
。

○
飛
來
船

黄
珅
は
、
「
南
天
門
の
東
に
あ
る
船
の
形
に
似
て
い
る
石
で
、
空
か
ら
飛
ん
で
き
て
こ
こ
に

刺
さ
っ
た
か
の
よ
う
な
の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
」
と
注
す
。

○
講
經
臺

黄
珅
は
、
「
擲
鉢
峯
に
あ
り
、
方
形
の
石
で
上
に
“
天
子
萬
年
”
が
刻
さ
れ
て
い
る
」
と
注

す
。

○
上
封
寺

「
南
嶽
志
」
巻
十
九
寺
観
に
「
〔
上
封
寺
〕
在
祝
融
峯
」
と
あ
り
、
多
く
の
記
事
を
載
せ
る
。

「
白
果
市
」
図
に
見
え
る
。

○
虎
跑
泉

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
に
「
〔
虎
跑
泉
〕
舊
志
在
祝
融
峯
頂
通
志
在
福
厳
寺
」
と
あ
る
。

○
卓
錫
泉

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
に
「
〔
卓
錫
泉
〕
在
擲
鉢
峯
下
福
厳
寺
」
と
あ
る
。

●
口
語
訳

二
十
二
日

《

》
南
岳
登
山
、
上
封
寺
ま
で

19南
岳
廟
か
ら
十
五
里
で
、
半
山
庵
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
五
里
で
、
南
天
門
で
あ
る
。

〔
乾
隆
本
〕

力
を
こ
め
迅
速
に
山
を
登
る
。
南
岳
廟
の
西
側
で
将
軍
橋
を
渡
る
。
南
岳
廟
の
東
西
は
ど
ち
ら
も
渓
流

が
流
れ
る
。
北
の
方
へ
山
に
入
り
、
一
里
で
紫
雲
洞
で
あ
る
。
こ
こ
も
洞
穴
は
無
く
、
山
並
み
が
ぐ
る
っ

と
囲
っ
て
い
て
ひ
と
つ
の
エ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
る
も
の
だ
。
こ
こ
か
ら
嶺
を
一
里
上
り
、
大
石
の
後
ろ

を
通
っ
て
山
筋
を
ひ
と
つ
越
え
る
。
一
里
許
り
で
、
路
の
南
に
鉄
仏
寺
が
あ
る
。
そ
の
寺
の
後
ろ
か
ら
石

段
を
登
る
こ
と
一
里
。
こ
の
間
路
の
両
側
は
細
竹
が
乱
れ
生
え
て
い
る
。
嶺
に
上
る
と
、
丹
霞
寺
で
あ
る
。

さ
ら
に
丹
霞
寺
の
側
か
ら
北
に
上
り
、
絡
絲
潭
の
北
か
ら
嶺
を
ひ
と
つ
下
る
。
さ
ら
に
絡
絲
潭
の
上
流
の

澗
に
沿
っ
て
一
里
進
む
と
、
宝
善
堂
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、
東
西
の
谷
か
ら
渓
流
が
流
れ
て
き
て
い
る
。

宝
善
堂
の
前
に
断
ち
斬
っ
た
よ
う
な
大
石
が
あ
る
。
西
か
ら
流
れ
て
き
た
渓
流
は
、
こ
の
大
石
の
下
を
め

ぐ
り
、
玉
板
橋
を
く
ぐ
っ
て
、
東
か
ら
流
れ
て
き
た
渓
流
と
合
流
し
、
南
へ
流
れ
る
。
宝
善
堂
は
ふ
た
つ

の
渓
流
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
、
南
岳
廟
か
ら
は
も
は
や
五
里
の
距
離
で
あ
る
。

宝
善
堂
の
後
ろ
か
ら
再
び
石
段
を
一
里
上
り
、
さ
ら
に
西
か
ら
来
た
渓
流
に
沿
っ
た
東
側
の
嶺
に
沿
っ

て
、
平
行
し
て
二
里
進
む
と
、
半
雲
菴
で
あ
る
。
菴
の
後
ろ
か
ら
渓
流
を
渡
り
、
西
の
方
角
に
石
段
を
踏
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み
な
が
ら
真
っ
直
ぐ
上
る
こ
と
二
里
で
、
一
峯
を
上
れ
ば
、
茶
菴
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
真
っ
直
ぐ

三
里
上
り
、
一
峯
を
踰
え
る
と
半
山
菴
で
あ
る
。
こ
の
間
、
路
は
極
め
て
険
峻
で
あ
っ
た
。
半
山
菴
の
丹

霞
寺
側
か
ら
北
に
上
る
。
竹
と
樹
木
が
こ
も
ご
も
映
え
て
お
り
、
青
や
翠
が
衣
に
滴
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。
竹
藪
の
間
か
ら
さ
ら
さ
ら
と
し
た
水
音
が
聞
こ
え
る
。
半
雲
菴
か
ら
こ
の
渓
流
を
越
え
る
ま
で
、

ま
っ
た
く
水
流
と
は
で
あ
わ
な
か
っ
た
。
山
が
高
い
の
で
水
が
無
い
の
だ
な
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

こ
こ
に
至
っ
て
水
音
を
聞
く
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
快
適
な
思
い
を
し
た
。

こ
の
時
は
、
と
に
か
く
頂
上
に
登
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
寺
院
を
多
く
通
過
し
た
が
、
中
に
入
っ

て
訪
ね
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
丹
霞
寺
か
ら
三
里
上
る
と
、
湘
南
寺
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
里
で
、
南
天

門
に
着
い
た
。
平
行
し
て
東
に
向
う
二
里
の
道
が
あ
る
。
南
に
一
里
で
、
飛
来
船
・
講
経
台
で
あ
る
。
そ

こ
を
訪
ね
た
後
、
引
き
返
し
て
元
の
道
に
至
り
、
さ
ら
に
東
に
半
里
下
り
、
さ
ら
に
北
へ
尾
根
を
渡
り
、

西
北
に
三
里
上
る
と
、
上
封
寺
で
あ
る
。
上
封
寺
の
東
に
虎
跑
泉
が
あ
り
、
西
に
卓
錫
泉
が
あ
る
。

［
一
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
］

《
概
要
》
こ
の
三
日
間
に
つ
い
て
は
、
「
上
封
寺
」
と
い
う
記
載
し
か
無
い
。
二
十
六
日
条
に
「
再
上
祝

融
會
仙
橋
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
三
日
間
は
上
封
寺
を
根
拠
地
と
し
て
、
祝
融
峯
な
ど
衡
山
山
頂
付
近
を
探

索
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
日
記
が
残
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
西
南
部
か
ら
登
頂
し
、

山
頂
付
近
を
遊
行
す
る
記
録
は
い
く
ら
で
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徐
霞
客
は
あ
え
て
「
書
か
な
か
っ

た
」
の
か
も
し
れ
な
い
。

■
本
文
の
部

二
十
三
日

上
封
。

二
十
四
日

上
封
。

二
十
五
日

上
封
。

■
訳
注
の
部

●
口
語
訳

《

》
上
封
寺
滞
在

20二
十
三
日

上
封
。

二
十
四
日

上
封
。
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二
十
五
日

上
封
。

［
一
月
二
十
六
日
］

《
概
要
》
上
封
寺
か
ら
山
頂
め
ぐ
り
。
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
登
頂
道
で
は
な
く
、
西
回
り
の
道
を
取
り
、

天
柱
峯
か
ら
下
り
、
福
厳
寺
泊
。

■
本
文
の
部

二
十
六
日

晴
。
至
觀
音
崖
、
再
上
祝
融
會
仙
橋
、
由
不
語
崖
西
下
。
八
里
、
分
路
。
［
南
茅
坪
。
］
北
二
里
、
九

龍
坪
、
仍
轉
路
口
。
南
一
里
、
茅
坪
。
東
南
由
山
半
行
、
四
里
渡
亂
澗
、
至
大
坪
分
路
。
［
東
南
上
南
天

門
。
］
西
南
小
路
直
上
四
里
、
爲
老
龍
池
、
有
水
一
池
在
嶺
坳
、
不
甚
澄
、
其
淨
室
多
在
嶺
外
。
西
南
側

刀
之
西
、
雷
祖
之
東
分
路
。
東
二
里
、
上
側
刀
峯
。
平
行
頂
上
二
里
、
下
山
頂
、
度
脊
甚
狹
。
行
赤
帝
峯

北
一
里
、
繞
其
東
、
分
路
。
乃
南
由
坳
中
東
行
、
一
里
、
轉
出
天
柱
東
、
遂
南
下
。
五
里
、
過
獅
子
山
與

大
路
合
、
遂
由
岐
路
西
入
福
嚴
寺
。［
殿
已
傾
、
僧
佛
鼎
謀
新
之
。］
宿
明
道
山
房
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
六
日

晴
。
觀
音
崖
に
至
り
、
再
び
祝
融
會
仙
橋
に
上
る
。
不
語
崖
よ
り
西
に
下
る
。
八
里
に
し
て
、
路
分
か

る
［
南
は
茅
坪
な
り
。
］
。
北
に
二
里
に
し
て
、
九
龍
坪
な
り
。
仍
り
て
路
口
に
轉
ず
。
南
に
一
里
に
し

て
、
茅
坪
な
り
。
東
南
に
山
半
に
よ
り
て
行
き
、
四
里
に
し
て
亂
澗
を
渡
り
、
大
坪
の
分
路
に
至
る
。［
東

南
す
れ
ば
南
天
門
に
上
る
。
］
西
南
の
小
路
よ
り
直
ち
に
上
る
こ
と
四
里
に
し
て
、
老
龍
池
た
り
。
水
一

池
の
嶺
坳
に
在
る
有
り
、
甚
し
く
は
澄
ま
ず
、
其
の
淨
室
は
多
く
嶺
外
に
在
り
。
西
南
は
、
側
刀
の
西
と

雷
祖
の
東
の
分
路
な
り
。
東
に
二
里
に
し
て
、
側
刀
峯
に
上
る
。
頂
上
を
平
行
す
る
こ
と
二
里
に
し
て
、

山
頂
を
下
り
、
脊
の
甚
だ
狹
き
を
度
る
。
赤
帝
峯
の
北
を
行
き
、
一
里
に
し
て
、
其
の
東
を
繞
る
、
分
路

な
り
。
乃
ち
南
し
て
坳
中
よ
り
東
に
行
き
、
一
里
に
し
て
、
轉
じ
て
天
柱
の
東
に
出
ず
。
遂
に
南
に
下
り
、

五
里
に
し
て
、
獅
子
山
と
大
路
と
の
合
す
る
と
こ
ろ
を
過
ぐ
。
遂
に
岐
路
に
よ
り
西
の
か
た
福
嚴
寺
に
入

る
。［
殿
は
已
に
傾
く
。
僧
佛
鼎
之
を
新
た
に
せ
ん
こ
と
を
謀
る
。］
明
道
の
山
房
に
泊
す
。

●
語
注

○
觀
音
崖

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
六
七
裏
に
「
〔
觀
音
巖
〕
在
碧
蘿
峯
下
、
巖
有
念
菴
松
」
と
あ
る
。

黄
珅
は
。
念
菴
は
、
明
代
の
学
者
羅
洪
先
の
号
で
、
彼
が
常
に
こ
の
巌
で
読
書
し
て
い
た
こ
と
に
ち
な
む
、

と
注
す
。
碧
蘿
峯
は
、
「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
四
一
表
に
「
〔
碧
蘿
峯
〕
即
觀
音
巌
、
在
祝
融
峯
下
」
と

あ
る
。

○
會
仙
橋

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
九
八
表
に
「
〔
會
仙
橋
〕
在
祝
融
峯
青
玉
壇
。
相
傳
、
曾
有
神
仙
會

此
、
故
名
」
と
あ
る
。
青
玉
壇
は
、
「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
八
二
表
に
「
〔
青
玉
壇
〕
在
祝
融
峯
。
一
石

突
出
、
下
臨
萬
仞
、
上
端
平
可
坐
數
十
人
。
壇
上
別
有
二
石
、
絶
不
根
連
、
若
自
天
外
飛
来
、
如
坐
如
踞
」
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と
あ
る
。

○
不
語
崖

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
六
九
表
に
「
〔
不
語
巖
〕
在
祝
融
峯
後
青
玉
壇
下
。
昔
有
南
臺
寺
僧
。

素
不
語
、
號
不
語
禅
師
、
常
於
此
巖
打
座
」
と
あ
る
。

○
九
龍
坪

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
八
一
裏
に
「
〔
九
龍
坪
〕
在
祝
融
峯
、
後
飛
泉
懸
注
、
古
木
堅
蒼
、

中
有
大
禅
林
」
と
あ
る
。

○
老
龍
池

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
九
五
表
に
「
〔
老
龍
池
〕
在
側
刀
峯
右
、
池
闊
丈
餘
、
長
二
丈
餘
、

深
不
測
。
毎
春
蝦
蟇
來
聚
池
中
、
至
六
七
日
乃
去
」
と
あ
る
。

○
側
刀
峯

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
四
○
表
に
「
〔
崱
屴
峯
〕
在
嶽
廟
後
、
東
有
石
室
、
世
傳
惠
車
子
修

行
於
此
［
崱
屴
一
作
側
刀
］」
と
あ
る
。
黄
珅
は
、
明
代
に
蔵
経
閣
が
建
て
ら
れ
た
と
注
す
。
い
ま
の

○
雷
祖

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
四
四
裏
に
「
〔
雷
祖
峯
〕
當
祝
融
之
麓
、
峯
有
雷
池
、
能
興
雲
布
雨
、

故
名
雷
祖
」
と
あ
る
。
黄
珅
は
、
か
つ
て
黄
帝
が
そ
の
妻
の
螺
祖
と
南
岳
を
巡
遊
し
、
こ
こ
で
螺
祖
が
死

ん
だ
の
で
葬
り
、
螺
祖
峯
と
名
づ
け
た
、
の
ち
に
雷
祖
峯
と
な
ま
っ
た
、
と
、
注
す
。

○
赤
帝
峯

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
三
五
裏
に
「
〔
赤
帝
峯
〕
在
廟
後
。
古
名
煉
玉
峯
、
上
有
惠
車
子
尸

解
處
」
と
あ
る
。
黄
珅
は
、
赤
帝
（
即
炎
帝
神
農
）
が
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
こ
と
か
ら
の
命
名
、
と
注
す
。

「
南
岳
市
」
図
に
見
え
る
。

○
天
柱

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
三
四
表
に
「
〔
天
柱
峯
〕
在
嶽
廟
西
、
兩
峯
端
聳
、
其
形
似
柱
」
と
あ

る
。「
南
岳
市
」
図
に
見
え
る
。

○
獅
子
山

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
三
七
表
に
「
〔
獅
子
峯
〕
在
嶽
廟
後
、
下
有
靈
源
、
時
聞
石
間
冷
冷

然
而
不
見
水
」
と
あ
る
。
黄
珅
は
、
ま
た
の
名
を
獅
子
巌
、
天
柱
峯
南
麓
に
あ
る
、
と
注
す
。

○
福
嚴
寺

「
南
嶽
志
」
巻
一
九
寺
観
二
二
表
に
「
〔
福
嚴
寺
〕
在
擲
鉢
峯
下
、
舊
名
般
若
臺
。
陳
光
大

元
年
慧
思
禅
師
建
」
と
あ
る
。

○
明
道
山
房

「
南
嶽
志
」
巻
一
七
書
院
一
裏
に
「
〔
鄴
侯
書
院
〕
亦
明
道
山
房
、
在
煙
霞
峯
下
、
唐
李

泌
故
宅
也
。
名
端
居
室
」
と
あ
る
。
煙
霞
峯
は
、
「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
三
六
表
に
「
〔
煙
霞
峯
〕
在
嶽

廟
後
、
下
有
懶
残
巌
、
李
泌
故
居
」
と
あ
る
。

●
口
語
訳

二
十
六
日

《

》
祝
融
峯
め
ぐ
り
、
西
か
ら
下
り
福
厳
寺
へ

21晴
れ
。

観
音
崖
に
至
り
、
再
び
祝
融
会
仙
橋
に
上
る
。
不
語
崖
か
ら
西
に
下
る
。
八
里
で
、
分
岐
点
で
あ
る
［
自

注
１
］
。
北
へ
の
道
を
選
び
、
二
里
進
む
と
九
龍
坪
で
あ
る
。
こ
こ
で
分
岐
点
に
引
き
返
す
。
南
に
一
里
で
、

茅
坪
で
あ
る
。
東
南
方
向
へ
山
の
中
腹
を
進
み
、
四
里
で
か
き
乱
れ
た
渓
流
を
渡
り
、
大
坪
の
分
岐
点
に

至
る
［
自
注
２
］
。
西
南
の
小
路
を
選
び
、
真
っ
直
ぐ
上
る
こ
と
四
里
で
、
老
龍
池
で
あ
る
。
山
の
窪
地
に

あ
る
池
で
、
そ
れ
ほ
ど
澄
ん
で
は
い
な
い
。
僧
侶
達
の
居
室
は
、
多
く
は
山
の
外
側
に
あ
る
。
こ
こ
の
西

南
は
、
側
刀
峯
の
西
側
と
雷
祖
峯
の
東
側
の
分
岐
点
で
あ
る
。
東
に
二
里
進
み
、
側
刀
峯
に
上
る
。
山
頂

と
平
行
に
二
里
進
み
、
山
頂
を
下
り
、
甚
だ
狹
い
山
の
脊
を
渡
る
。
赤
帝
峯
の
北
を
行
き
、
一
里
の
間
、

赤
帝
峯
の
東
側
を
め
ぐ
る
と
、
分
岐
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
南
を
選
択
し
、
窪
地
の
中
を
東
に
進
み
、
一
里

で
、
天
柱
峯
の
東
に
出
た
。
さ
ら
に
南
に
下
り
、
五
里
で
、
獅
子
山
と
大
路
と
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
を
通

過
す
る
。
さ
ら
に
分
岐
点
か
ら
西
へ
進
み
福
厳
寺
に
入
る
［
自
注
３
］
。
明
道
の
山
房
に
宿
泊
す
る
。

［
自
注
１
］
南
は
茅
坪
へ
の
道
で
あ
る
。
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［
自
注
２
】
東
南
は
南
天
門
に
上
る
道
で
あ
る
。

［
自
注
３
］
寺
の
本
殿
は
傾
い
て
い
る
。
僧
の
仏
鼎
が
再
建
計
画
を
検
討
し
て
い
た
。

［
一
月
二
十
七
日
］

《
概
要
》
福
厳
寺
か
ら
、
衡
山
西
部
の
形
勝
を
め
ぐ
る
記
述
。

■
本
文
の
部

二
十
七
日

早
聞
雨
、
餐
後
行
少
止
。
由
寺
西
循
天
柱
南
一
里
、
又
西
上
二
里
、
越
南
分
之
脊
、
轉
而
北
、
循
天
柱

西
一
里
、
上
西
來
之
脊
、
遂
由
脊
上
西
南
行
、
於
是
循
華
蓋
之
東
矣
。
一
里
、
轉
華
蓋
南
、
西
行
三
里
、

循
華
蓋
西
而
北
下
。
風
雨
大
至
、
自
是
持
蓋
行
。
北
過
一
小
坪
、
復
＊
１

上
嶺
、
共
一
里
、
轉
而
西
行
嶺
脊

上
。
連
度
三
脊
、
或
循
嶺
北
、
或
循
嶺
南
、
共
三
里
而
復
上
嶺
。
於
是
直
上
二
里
、
是
爲
觀
音
峯
矣
。
由

峯
北
樹
中
行
三
里
、
雨
始
止
、
而
沈
霾
殊
甚
。
又
西
南
下
一
里
、
得
觀
音
菴
、
始
知
路
不
迷
。
又
下
一
里
、

爲
羅
漢
臺
。
〔
有
路
自
北
塢
至
者
、
即
南
溝
來
道
。
〕
於
是
復
南
上
二
里
、
連
度
二
脊
、
叢
木
亦
盡
、
峯

皆
茅
矣
。
既
逾
高
頂
、
南
下
一
里
、
得
叢
木
一
丘
、
是
爲
雲
霧
堂
。
中
有
老
僧
、
號
東
窗
、
年
九
十
八
、

猶
能
與
客
同
拜
起
。
時
霧
稍
開
、
又
南
下
一
里
半
、
得
東
來
大
路
、
遂
轉
西
下
、
又
一
里
半
至
澗
、
渡
橋

而
西
、
即
方
廣
寺
。
［
寺
正
殿
崇
禎
初
被
災
、
三
佛
倶
雨
中
。
］
蓋
大
嶺
之
南
、
石
廩
峯
分
支
西
下
、
〔
爲

蓮
花
諸
峯
；
〕
大
嶺
之
北
、
雲
霧
頂
分
支
西
下
、〔
爲
泉
室
・
天
台
諸
峯
。
〕
夾
而
成
塢
、
寺
在
其
中
、［
寺

始
于
梁
天
監
中
。
］
水
口
西
去
、
環
鎖
甚
隘
、
亦
勝
地
也
。
［
宋
晦
庵
・
南
軒
諸
蹟
、
倶
没
於
火
。
］
寺
西

有
洗
衲
池
、
補
衣
石
在
澗
旁
。
渡
水
口
橋
、
即
北
上
山
、
西
北
登
一
里
半
、
又
平
行
一
里
半
、
得
天
台
寺
。

寺
有
僧
全
撰
、
名
僧
也
。
適
他
出
、
其
徒
中
立
以
芽
茶
饋
。
〔
蓋
泉
室
峯
又
西
起
高
頂
、
突
爲
天
台
峯
。

西
垂
一
支
、
環
轉
而
南
、
若
大
尾
之
掉
、
幾
東
接
其
南
下
之
支
。
南
面
水
僅
成
峽
、
内
環
一
塢
如
玦
、
在

高
原
之
上
、
與
方
廣
可
稱
上
下
二
奇
。
〕
返
宿
方
廣
慶
禪
・
寧
禪
房
。

先
是
、
余
欲
由
南
溝
趨
羅
漢
臺
至
方
廣
；
比
登
古
龍
池
、
乃
東
上
側
刀
峯
、
誤
出
天
柱
東
；
及
宿
福
嚴
、

適
佛
鼎
師
通
道
取
木
、
遂
復
辟
羅
漢
臺
路
。
余
乃
得
循
之
西
行
、
且
自
天
柱
・
華
蓋
・
觀
音
・
雲
霧
至
大

坳
、
皆
衡
山
來
脈
之
脊
、
得
一
覽
無
遺
、
實
意
中
之
事
也
。
由
南
溝
趨
羅
（
漢
）
臺
亦
迂
、
不
若
逕
登
天

台
、
然
後
南
嶽
之
勝
乃
盡
。

●
校
勘

＊
１

「
復
」
の
下
に
底
本
で
は
「
過
」
が
あ
っ
た
。
黄
珅
が
乾
隆
本
に
よ
り
削
除
し
た
の
に
従
い
、
削
る
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
七
日

早
に
雨
を
聞
く
。
餐
の
後
に
行
き
、
少
し
く
し
て
止
む
。

寺
の
西
よ
り
、
天
柱
に
循
ひ
て
南
に
一
里
に
し
て
、
又
た
西
に
上
る
こ
と
二
里
、
南
分
の
脊
を
越
え
て
、

轉
じ
て
北
し
、
天
柱
に
循
ひ
て
西
に
一
里
に
し
て
、
西
來
の
脊
に
上
る
。
遂
に
脊
上
よ
り
西
南
に
行
く
。

こ
こ
に
お
い
て
華
蓋
の
東
に
循
ふ
。
一
里
に
し
て
、
華
蓋
の
南
に
轉
じ
、
西
に
行
く
こ
と
三
里
、
華
蓋

の
西
に
循
ひ
て
北
に
下
る
。
風
雨
大
い
に
至
り
、
是
よ
り
蓋
を
持
し
て
行
く
。
北
の
か
た
一
小
坪
を
過
ぎ
、
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復
た
過
ぎ
て
嶺
に
上
り
、
共
に
一
里
に
し
て
、
轉
じ
て
西
に
嶺
脊
の
上
を
行
く
。
連
り
に
三
脊
を
度
り
、

或
い
は
嶺
に
循
ひ
て
北
し
、
或
い
は
嶺
に
循
ひ
て
南
す
。
共
に
三
里
に
し
て
復
た
嶺
に
上
る
。
こ
こ
に
お

い
て
直
ち
に
上
る
こ
と
二
里
に
し
て
、
是
れ
觀
音
峯
た
り
。
峯
の
北
の
樹
中
よ
り
行
く
こ
と
三
里
に
し
て

て
、
雨
始
め
て
止
む
。
而
し
て
沈
霾
殊
に
甚
し
。
又
た
西
南
に
下
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
觀
音
菴
を
得
。

始
め
て
路
の
迷
は
ざ
る
を
知
る
。
又
た
下
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
羅
漢
臺
た
り
。
路
の
北
塢
よ
り
至
る
者

有
り
、
即
ち
南
溝
よ
り
來
る
道
な
り
。

こ
こ
に
お
い
て
復
た
南
に
上
る
こ
と
二
里
、
連
り
に
二
脊
を
度
る
。
叢
木
も
亦
た
盡
き
、
峯
は
皆
な
茅

な
り
。
既
に
高
頂
を
踰
え
、
南
に
下
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
叢
木
の
一
丘
を
得
。
是
れ
雲
霧
堂
た
り
。
中

に
老
僧
有
り
、
東
窗
と
號
す
、
年
は
九
十
八
に
し
て
、
猶
ほ
能
く
客
と
同
に
拜
起
す
。
時
に
霧
稍
く
開
く
。

又
た
南
に
下
る
こ
と
一
里
半
に
し
て
、
東
來
の
大
路
を
得
。
遂
に
轉
じ
て
西
に
下
り
、
又
た
一
里
半
に
し

て
澗
に
至
る
。
橋
を
渡
り
て
西
す
れ
ば
、
即
ち
方
廣
寺
な
り
。
［
寺
の
正
殿
は
崇
禎
の
初
め
に
被
災
す
。

三
佛
倶
に
雨
中
な
り
］。

蓋
し
大
嶺
の
南
は
、
石
廩
峯
の
分
支
の
西
に
下
り
て
、
蓮
花
の
諸
峯
と
な
る
。
大
嶺
の
北
は
、
雲
霧
の

頂
よ
り
の
分
支
の
西
に
下
り
、
泉
室
・
天
台
の
諸
峯
と
な
る
。
夾
み
て
塢
を
成
し
、
寺
其
の
中
に
在
り
。

寺
は
梁
の
天
監
中
に
始
ま
る
。
水
口
西
に
去
り
、
環
鎖
し
て
甚
だ
隘
く
、
亦
た
勝
地
な
り
。
［
宋
の
晦
庵

・
南
軒
の
諸
蹟
は
、
倶
に
火
に
没
す
。
］

寺
の
西
に
洗
衲
池
有
り
、
補
衣
石
澗
の
旁
に
在
り
。
水
口
橋
を
渡
れ
ば
、
即
ち
北
の
か
た
山
を
山
る
。

西
北
に
登
る
こ
と
一
里
半
、
又
た
平
行
す
る
こ
と
一
里
半
に
し
て
、
天
台
寺
を
得
。
寺
に
僧
全
撰
な
る
有

り
、
名
僧
な
り
。
適
々
他
出
す
、
其
の
徒
中
立
芽
茶
を
以
て
饋
す
。

蓋
し
泉
室
峯
は
又
た
西
に
高
頂
を
起
こ
し
、
突
し
て
天
台
峯
と
な
る
。
西
に
垂
る
る
の
一
支
、
環
轉
し

て
南
す
る
こ
と
、
大
尾
の
掉
す
る
が
若
く
し
て
、
幾
ん
ど
東
の
か
た
其
の
南
に
下
る
の
支
に
接
す
。
南
面

の
水
は
僅
に
峽
を
成
し
、
内
に
一
塢
を
環
す
る
こ
と
玦
の
如
き
も
の
、
高
原
の
上
に
在
り
。
方
廣
と
上
下

の
二
奇
と
稱
す
べ
し
。
返
っ
て
方
廣
の
慶
禪
・
寧
禪
の
房
に
宿
す
。

是
よ
り
先
、
余
南
溝
よ
り
羅
漢
臺
に
趨
り
方
廣
に
至
ら
ん
と
欲
す
。
古
龍
池
に
登
る
比
ひ
、
乃
ち
東
の

か
た
側
刀
峯
に
上
り
、
誤
り
て
天
柱
東
に
出
づ
。
福
嚴
に
宿
す
る
に
及
び
、
適
々
佛
鼎
師
道
を
通
じ
て
木

を
取
ら
ん
と
し
、
遂
に
復
た
羅
漢
臺
の
路
を
闢
く
。
余
乃
ち
之
に
循
ひ
て
西
行
す
る
を
得
。
且
つ
天
柱
・

華
蓋
・
觀
音
・
雲
霧
よ
り
大
坳
に
至
る
、
皆
な
衡
山
來
脈
の
脊
に
し
て
、
一
覽
し
て
遺
す
無
き
を
得
。
實

に
意
中
の
事
な
り
。
南
溝
よ
り
羅
漢
臺
に
趨
る
も
亦
た
迂
に
し
て
、
逕
ち
に
天
台
に
登
る
に
し
か
ず
。
然

る
後
に
南
嶽
の
勝
乃
ち
盡
く
。

●
語
注

○
華
蓋
（
峯
）

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
三
七
裏
に
「
〔
華
蓋
峯
〕
在
獄
廟
後
、
地
産
靈
芝
、
一
名
靈
芝

峯
」
と
あ
る
。「
南
岳
市
」
図
に
見
え
る
。

○
觀
音
峯

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
四
○
裏
に
「
〔
觀
音
峯
〕
在
嶽
廟
右
、
下
有
羅
漢
臺
金
竹
坪
」
と
あ

る
。
黄
珅
は
、
福
厳
寺
の
西
北
に
あ
り
、
羅
漢
臺
が
峯
の
西
麓
に
あ
る
と
注
す
。
「
南
岳
市
」
図
に
見
え

る
。

○
方
廣
寺

「
南
嶽
志
」
巻
一
九
寺
観
二
八
表
に
「
〔
方
廣
寺
〕
在
蓮
華
峯
下
。
梁
天
監
中
建
。
宋
徽
宗

書
『
天
下
名
山
』
四
大
字
、
懸
佛
殿
。
其
後
、
朱
張
二
子
嘗
遊
此
」
と
あ
る
。
同
巻
一
五
釈
一
表
に
「
〔
惠

海
〕
『
一
統
志
』
惠
海
、
方
廣
寺
開
山
祖
師
也
」
と
あ
る
。
譚
民
政
は
、
再
建
さ
れ
た
伽
藍
を
確
認
し
て

い
る
（
一
○
三
頁
）
。
「
南
岳
市
」
図
に
見
え
る
。
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○
三
佛

黄
珅
は
、
正
殿
中
の
、
釈
迦
牟
尼
・
文
殊
・
普
賢
三
座
仏
像
と
注
す
る
。

○
石
廩
峯

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
四
衡
州
府
山
川
に
「
〔
石
廩
峯
〕
在
衡
山
。
形
如
倉
廩
・
」
と
あ
る
。

○
蓮
花

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
三
八
裏
に
「
〔
蓮
華
峯
〕
在
嶽
廟
西
、
峯
状
如
蓮
華
、
其
下
即
方
廣
」

と
あ
る
。

○
雲
霧
頂

黄
珅
は
、
方
廣
寺
の
東
北
、
天
台
峯
の
東
に
あ
る
と
注
す
。

○
泉
室
（
峯
）

黄
珅
は
、
雲
霧
頂
の
西
、
天
台
峯
の
東
北
に
あ
っ
て
、
三
峯
が
連
接
し
て
い
る
と
注
す
。

○
天
台
峯

黄
珅
は
、
方
廣
寺
の
西
に
あ
る
峯
で
、
智
顗
が
「
楞
厳
経
」
を
拝
受
し
た
と
こ
ろ
で
、
拝
經

臺
が
あ
る
と
注
す
。
「
南
岳
市
」
図
に
見
え
る
。

○
天
監

梁
武
帝
の
年
号
（
五
○
二
～
五
一
九
）。

○
水
口

水
流
の
出
口
。
こ
こ
で
は
塢
か
ら
外
へ
流
れ
出
て
い
る
川
の
出
口
。

○
宋
晦
庵
・
南
軒
諸
蹟

朱
熹
（
一
一
三
○
～
一
二
○
○
）
、
字
は
元
晦
、
号
は
晦
庵
等
。
張
栻
（
一
一

三
三
～
八
○
）
、
字
は
敬
夫
等
、
号
は
南
軒
。
い
ず
れ
も
南
宋
の
思
想
家
。
こ
の
ふ
た
り
は
南
嶽
に
赴
い

て
連
作
の
詩
集
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
後
藤
淳
一
氏
の
論
文
よ
り
引
く
。「
乾
道
三
年
（
一

一
六
七
）
、
朱
子
は
そ
の
畏
友
張
栻
を
長
沙
に
訪
れ
た
後
、
朱
子
・
張
栻
及
び
朱
子
の
門
人
林
用
中
と
の

三
人
の
間
で
次
か
ら
次
へ
と
即
興
的
に
詩
の
酬
答
行
い
、
『
南
嶽
倡
酬
集
』
と
題
し
て
そ
の
一
連
の
過
で

程
作
ら
れ
た
作
品
群
を
纏
め
た
。
」（
後
藤
淳
一
「
『
南
嶽
倡
酬
集
』
成
書
攷
」『
中
国
詩
文
論
叢
』
二
四
、

二
○
○
五
年
）
。
ま
た
「
南
嶽
志
」
巻
二
一
古
蹟
一
四
表
に
「
〔
嘉
會
堂

雪
霽
堂

萬
玉
堂
〕
『
舊
志
』

並
在
蓮
華
峯
二
賢
祠
内
」
と
あ
り
、
ふ
た
り
を
ま
つ
る
「
二
賢
祠
」
が
あ
っ
た
。

○
洗
衲
池

「
南
嶽
志
」
巻
二
一
古
蹟
七
裏
に
「
〔
梁
惠
海
洗
衲
池
〕
『
通
志
』
在
方
廣
寺
半
里
許
。
有

池
、
爲
惠
海
洗
衲
處
」
と
あ
る
。

○
補
衣
石

「
南
嶽
志
」
巻
二
一
古
蹟
七
裏
に
「
〔
梁
惠
海
補
衲
臺
〕
『
通
志
』
「
〔
補
衲
臺
〕
在
方
廣
寺

右
、
梁
惠
海
補
衲
處
」
と
あ
る
。

○
天
台
寺

「
南
嶽
志
」
巻
一
九
寺
観
五
六
表
に
「
〔
天
台
寺
〕
在
天
台
峯
。
陳
大
建
中
、
智
顗
禅
師
建
」

と
あ
る
。
譚
民
政
は
、
天
台
寺
遺
址
を
確
認
し
て
い
る
（
一
○
三
頁
）
。

○
芽
茶

黄
珅
は
嫰
芽
茶
と
注
す
。
嫰
芽
は
、
草
木
の
で
た
て
の
や
わ
ら
か
な
若
芽
。

○
古
龍
池

老
龍
池
か
。
二
十
六
日
条
。

○
天
柱
（
峯
）

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
四
衡
州
府
山
川
に
「
〔
天
柱
峯
〕
在
衡
山
。
形
如
双
柱
聳
抜
。」

と
あ
る
。

○
佛
鼎
師
通
道
取
木

二
十
六
日
条
に
、
福
厳
寺
の
正
殿
が
傾
い
て
き
た
の
で
佛
鼎
師
が
再
建
を
図
っ
て

い
る
と
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
「
木
」
は
福
厳
寺
再
建
の
た
め
の
木
材
で
あ
り
、
寺
に
そ
れ
を
運
び
込
む

た
め
に
道
を
開
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

●
口
語
訳

二
十
七
日

《

》
南
岳
西
南
部
周
遊

22
●
福
厳
寺
か
ら
方
広
寺
ま
で

早
朝
、
雨
音
を
聞
く
。
朝
食
の
の
ち
、
出
発
す
る
と
、
ま
も
な
く
雨
は
止
ん
だ
。

福
厳
寺
の
西
か
ら
、
天
柱
峯
に
そ
っ
て
南
に
一
里
進
み
、
ま
た
西
に
二
里
上
り
、
天
柱
峯
か
ら
南
に
分

か
れ
て
く
る
山
脊
を
越
え
る
。
こ
こ
で
北
へ
向
き
を
変
え
、
天
柱
峯
に
沿
っ
て
西
に
一
里
進
み
、
西
か
ら

伸
び
て
き
て
い
る
山
脊
に
上
る
。
そ
の
ま
ま
山
脊
の
上
を
西
南
に
行
く
。
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こ
こ
で
華
蓋
峯
の
東
面
に
沿
っ
て
行
く
。
一
里
で
、
華
蓋
峯
の
南
面
で
向
き
を
変
え
、
西
に
行
く
こ
と

三
里
で
、
華
蓋
峯
の
西
面
に
沿
っ
て
北
に
下
る
。
風
雨
が
大
い
に
至
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
は
傘
を
持
っ

て
行
く
。
北
の
方
へ
小
さ
な
平
地
を
通
過
し
、
復
た
嶺
に
上
り
、
あ
わ
せ
て
一
里
で
、
転
じ
て
西
に
嶺
の

脊
の
上
を
進
む
。
連
続
し
て
三
つ
の
山
脊
を
渡
り
、
あ
る
と
き
は
嶺
に
そ
っ
て
北
に
向
か
い
、
あ
る
と
き

は
嶺
に
そ
っ
て
南
に
向
か
う
。
あ
わ
せ
て
三
里
で
再
び
嶺
に
上
る
。
こ
の
場
所
か
ら
ま
っ
す
ぐ
（
南
に
）

二
里
上
る
と
観
音
峯
で
あ
る
。
（
し
か
し
観
音
峯
に
は
登
ら
ず
に
）
観
音
峯
の
北
側
の
樹
林
の
中
を
三
里

行
く
と
、
雨
が
や
っ
と
止
ん
だ
。
し
か
し
、
空
気
中
に
た
だ
よ
う
靄
が
甚
だ
し
い
。
さ
ら
に
西
南
に
下
る

こ
と
一
里
で
、
觀
音
菴
に
至
る
。
こ
こ
で
始
め
て
道
を
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

こ
か
ら
さ
ら
に
一
里
下
る
と
、
羅
漢
台
で
あ
る
。
北
の
山
塢
か
ら
伸
び
て
き
て
い
る
道
が
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
南
溝
か
ら
来
て
い
る
道
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
再
び
南
に
二
里
上
る
。
連
続
し
て
二
つ
の
山
脊
を
渡
る
。
あ
た
り
は
叢
木
が
な
く
な
り
、

峯
の
上
は
草
や
茅
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
高
い
頂
き
を
越
え
る
、
南
に
一
里
下
る
と
、
叢
木
が
覆
っ
た
丘
が

有
る
。
こ
こ
に
雲
霧
堂
が
あ
る
。
老
僧
が
い
て
、
東
窗
と
言
っ
た
。
年
は
九
十
八
で
、
い
ま
な
お
客
人
と

と
も
に
拝
起
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
時
に
霧
は
よ
う
や
く
消
え
た
。
さ
ら
に
南
に
一
里
半
下
る
と
、
東

か
ら
来
る
大
道
に
出
た
。
そ
こ
で
そ
の
ま
ま
転
じ
て
西
に
下
る
こ
と
、
一
里
半
で
谷
川
に
至
っ
た
。
架
か

っ
て
い
る
橋
を
渡
り
、
西
に
向
か
え
ば
、
そ
こ
が
方
広
寺
で
あ
る
［
自
注
１
］
。

●
方
広
寺
を
取
り
巻
く
地
形

思
う
に
、
大
嶺
の
南
側
は
、
石
廩
峯
の
支
脈
が
西
に
伸
び
下
っ
て
、
蓮
花
峯
の
諸
峯
と
な
る
。
大
嶺
の

北
側
は
、
雲
霧
頂
よ
り
伸
び
た
支
脈
が
西
に
下
り
、
泉
室
峯
や
天
台
峯
の
諸
峯
と
な
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の

支
脈
が
挟
む
形
で
窪
地
を
形
成
し
、
方
広
寺
は
そ
の
窪
地
の
中
に
あ
る
。
こ
の
寺
は
梁
の
天
監
中
の
創
建

で
あ
る
。
窪
地
か
ら
西
に
川
が
流
れ
去
っ
て
い
る
が
、
両
側
か
ら
閉
ざ
す
よ
う
に
し
て
山
が
迫
っ
て
い
て

と
て
も
狭
く
、
こ
こ
も
ま
た
形
勝
の
地
と
言
え
よ
う
［
自
注
２
］
。

●
天
台
寺
へ

方
広
寺
の
西
に
洗
衲
池
が
あ
る
。
補
衣
石
が
渓
流
の
旁
ら
に
あ
る
。（
窪
地
を
出
て
）
水
口
橋
を
渡
り
、

す
ぐ
に
北
の
方
へ
山
を
上
る
。
西
北
に
登
る
こ
と
一
里
半
、
さ
ら
に
又
た
平
行
す
る
こ
と
一
里
半
で
、
天

台
寺
で
あ
る
。
こ
の
寺
に
全
撰
と
い
う
僧
侶
が
い
る
。
名
僧
で
あ
る
。
適
々
外
出
し
て
お
り
不
在
で
あ
っ

た
。
そ
の
徒
弟
の
中
立
と
い
う
も
の
が
若
芽
の
お
茶
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

●
天
台
寺
を
取
り
巻
く
地
形

思
う
に
、
泉
室
峯
は
さ
ら
に
西
に
伸
び
て
高
い
頂
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
突
出
し
て
天
台
峯
と
な
る
。
西

に
垂
れ
た
一
支
脈
は
、
南
の
方
へ
ぐ
る
り
と
回
る
こ
と
が
、
ま
る
で
大
き
な
尾
を
ふ
る
っ
た
か
の
よ
う
で

あ
り
、
（
泉
室
峯
か
ら
）
南
下
す
る
支
脈
と
ほ
と
ん
ど
接
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
南
に
流
れ
る
川
が
わ
ず

か
な
渓
谷
を
通
過
し
て
お
り
、
内
側
に
窪
地
を
擁
す
る
玦
の
よ
う
な
地
形
が
、
高
い
平
原
の
上
に
で
き
て

い
る
。
下
の
方
廣
寺
と
上
の
天
台
寺
と
で
、
上
下
の
二
大
奇
勝
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

引
き
返
し
て
方
広
寺
の
慶
禪
と
寧
禪
の
房
に
宿
す
。

●
南
岳
西
南
部
の
総
括

そ
も
そ
も
、
私
は
は
じ
め
は
南
溝
か
ら
羅
漢
台
に
行
き
、
方
広
寺
に
至
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
古
龍
池
に
登
る
あ
た
り
で
、
東
の
側
刀
峯
に
上
ろ
う
と
し
て
、
道
を
間
違
え
、
天
柱
峯
の
東
に
出
た
。

そ
こ
で
そ
の
ま
ま
福
厳
寺
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
仏
鼎
和
尚
が
木
材
を
運
搬
す
る
た

め
の
道
を
通
じ
よ
う
と
し
て
、
あ
ら
た
も
に
羅
漢
台
へ
至
る
道
を
開
い
た
（
の
が
分
か
っ
た
）
。
私
は
そ

こ
で
こ
の
道
を
通
っ
て
西
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
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く
わ
え
て
天
柱
峯
・
華
蓋
峯
・
観
音
峯
・
雲
霧
頂
と
い
っ
た
諸
峯
や
大
き
な
盆
地
に
至
る
ま
で
、
す
べ

て
が
衡
山
か
ら
派
生
し
た
山
脊
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
全
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

こ
と
に
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
南
溝
か
ら
羅
漢
台
に
行
く
の
は
迂
遠
で
も
あ
り
、
直
接

天
台
峯
に
登
る
の
に
は
及
ば
な
い
。
か
く
し
て
南
嶽
の
名
勝
は
見
尽
く
し
た
。

［
自
注
１
］
方
広
寺
の
正
殿
は
、
崇
禎
の
初
め
に
被
災
し
た
。
三
仏
は
と
も
に
雨
中
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

［
自
注
２
］
宋
代
の
朱
熹
と
張
栻
に
関
わ
る
遺
跡
が
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
被
災
し
て
消
失
し
て
い
る
。

［
一
月
二
十
八
日
］

《
概
要
》
方
広
寺
か
ら
西
へ
進
み
、
龍
潭
寺
な
ど
を
経
て
馬
跡
橋
へ
。
こ
こ
で
南
岳
衡
山
は
終
わ
り
と
な

る
。

■
本
文
の
部

二
十
八
日

早
起
、
風
雨
不
收
。
寧
禪
・
慶
禪
二
僧
固
留
、
余
強
別
之
。
慶
禪
送
至
補
衲
臺
而
別
。
遂
沿
澗
西
行
、

南
北
兩
界
、
山
倶
茅
禿
。
五
里
、
始
有
石
樹
縈
溪
、
崖
影
溪
聲
、
上
下
交
映
。
又
二
里
、
〔
隔
溪
前
山
、

有
峽
自
東
南
來
、
與
方
廣
水
合
流
西
去
。
〕
北
向
登
崖
、
崖
下
石
樹
愈
密
、
澗
在
深
壑
、
其
中
有
黑
・
白

・
黄
三
龍
潭
、
兩
崖
峭
削
、
故
路
折
而
上
、
〔
聞
聲
而
已
、
不
能
見
也
。
〕
已
而
平
行
山
半
、
共
三
里
、

過
鵝
公
嘴
、
得
龍
潭
寺
。
寺
在
天
台
西
峯
之
下
、
南
爲
雙
髻
峯
。
蓋
天
台
・
雙
髻
夾
而
西
來
、
以
成
龍
潭

之
流
；
潭
北
上
即
爲
寺
、
寺
西
爲
獅
子
峯
、
尖
削
特
立
、
天
台
以
西
之
峯
、
至
此
而
盡
；
其
南
隔
溪
即
雙

髻
西
峯
、
而
蓮
花
以
西
之
峯
、
亦
至
此
而
盡
；
過
九
龍
、
猶
平
行
山
半
、
五
里
、
自
獅
子
峯
南
繞
其
西
、

下
山
又
五
里
、
爲
馬
跡
橋
、
而
衡
山
西
面
之
山
始
盡
。
〔
橋
東
去
龍
潭
十
里
、
西
去
湘
郷
界
四
十
里
、
西

北
去
白
高
三
十
里
、
南
至
衡
陽
界
孟
公
坳
五
里
。
〕
自
馬
跡
橋
南
渡
一
澗
、
澗
潤
即
方
廣
九
龍
水
去
白
高

者
。
〕
即
東
南
行
、
四
里
至
田
心
。
又
越
一
小
橋
、
一
里
、
上
一
低
坳
、
不
知
其
爲
界
頭
也
。
過
坳
又
五

里
、
有
水
自
東
北
山
間
懸
崖
而
下
、
其
高
數
十
仞
、
是
爲
小
響
水
塘
、
蓋
亦
衡
山
之
餘
波
也
。
又
二
里
、

有
水
自
北
山
懸
崖
而
下
、
是
爲
大
響
水
塘
。
〔
闊
大
過
前
崖
、
而
水
分
兩
級
、
轉
下
峽
間
、
初
見
上
級
、

後
見
下
級
、
故
覺
其
不
及
前
崖
飛
流
直
下
也
。
〕
前
即
寧
水
橋
、
問
水
從
何
處
、
始
知
其
南
由
唐
夫
沙
河

而
下
衡
州
草
橋
。
蓋
自
馬
跡
南
五
里
孟
公
坳
分
衡
陽
・
衡
山
界
處
、
其
水
北
下
者
、
即
由
白
高
下
一
殞
江
、

南
下
者
、
即
由
沙
河
下
草
橋
、
是
孟
公
坳
不
特
兩
縣
分
界
、
而
實
衡
山
西
來
過
脈
也
。
第
其
坳
甚
平
、
其

西
來
山
即
不
甚
高
、
故
不
之
覺
耳
。
始
悟
衡
山
來
脈
非
自
南
來
、
乃
由
此
坳
東
峙
雙
髻
、
又
東
爲
蓮
花
峯

後
山
、
又
東
起
爲
石
廩
峯
、
始
分
南
北
二
支
、
南
爲
岣
嶁
白
石
諸
峯
、
北
爲
雲
霧
・
觀
音
以
峙
天
柱
。
使

不
由
西
路
、
必
謂
岣
嶁
・
白
石
乃
其
來
脈
矣
。

由
寧
水
橋
飯
而
南
、
五
里
、
過
國
清
亭
、
逾
一
小
嶺
、
爲
穆
家
洞
。
其
洞
迴
環
圓
整
、
〔
水
〕
自
東
南

繞
至
東
北
、
〔
乃
石
廩
峯
西
南
峽
中
水
；
〕
山
亦
如
之
、
而
東
附
於
衡
山
之
西
。
逕
洞
二
里
、
復
南
逾
一

嶺
、
一
里
、
是
爲
陶
朱
下
洞
、
其
洞
甚
狹
、
水
直
西
去
。
路
又
南
入
峽
、
二
里
、
復
逾
一
嶺
、
爲
陶
朱
中

洞
、
其
水
亦
西
去
。
又
南
二
里
、
上
一
嶺
、
其
坳
甚
隘
、
爲
陶
朱
三
洞
、
其
洞
較
寬
於
前
二
洞
、
而
不
及

穆
洞
之
迴
環
也
。
二
里
、
又
逾
一
嶺
、
爲
界
江
、
其
水
由
東
南
向
西
北
去
。
界
江
之
西
爲
大
海
嶺
。
溯
水

南
行
一
里
、
上
一
坳
、
亦
甚
平
、
乃
衡
之
脈
又
西
度
爲
大
海
嶺
者
。
其
坳
北
之
水
、
即
西
北
下
唐
夫
；
其

坳
南
之
水
、
即
東
南
下
橫
口
者
也
。
逾
坳
共
一
里
、
爲
傍
塘
、
即
隨
水
東
南
行
。
五
里
、
爲
黑
山
、
又
五
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里
、
水
口
、
兩
山
逼
湊
、
水
由
其
外
破
壁
而
入
、
路
逾
其
上
。
一
里
、
水
始
出
峽
、
路
亦
就
夷
。
又
一
里
、

是
爲
橫
口
。
傍
塘
・
〔
黑
〕
山
之
水
南
下
、
岣
嶁
之
水
西
南
來
、
至
此
而
合
。
其
地
北
望
岣
嶁
・
白
石
諸

峯
甚
近
、
南
去
衡
州
尚
五
十
里
、
遂
止
宿
旅
店
。
是
日
共
行
六
十
里
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
八
日

早
に
起
く
。
風
雨
收
ま
ら
ず
。

寧
禪
・
慶
禪
の
二
僧
固
く
留
む
る
も
、
余
強
ひ
て
之
に
別
る
。
慶
禪
送
り
て
補
衲
臺
に
至
り
て
別
る
。

遂
に
澗
に
沿
ひ
て
西
に
行
く
。
南
北
の
兩
界
、
山
は
倶
に
茅
禿
な
り
。
五
里
に
し
て
、
始
め
て
石
樹
の

溪
を
縈
る
有
り
。
崖
影
と
溪
聲
と
、
上
下
交
々
映
ゆ
。
又
た
二
里
に
し
て
、
溪
を
隔
つ
る
の
前
山
に
、
峽

の
東
南
よ
り
來
る
有
り
、
方
廣
の
水
と
合
流
し
て
西
に
去
る
。
北
に
向
ひ
て
崖
を
登
る
。
崖
の
下
は
石
樹

愈
々
密
な
り
。
澗
は
深
壑
に
在
り
て
、
其
の
中
に
黑
・
白
・
黄
の
三
龍
潭
有
り
。
兩
崖
は
峭
削
と
し
て
、

故
路
折
れ
て
上
る
。
聲
を
聞
く
の
み
に
し
て
、
見
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
已
に
し
て
山
半
を
平
行
す
る
こ
と
、

共
に
三
里
、
鵝
公
嘴
を
過
ぎ
、
龍
潭
寺
を
得
。

寺
は
天
台
西
峯
の
下
に
在
り
。
南
は
雙
髻
峯
た
り
。
蓋
し
天
台
・
雙
髻
夾
み
て
西
に
來
り
、
以
て
龍
潭

の
流
れ
を
成
す
。
潭
を
北
に
上
れ
ば
即
ち
寺
た
り
。
寺
の
西
は
獅
子
峯
た
り
、
尖
削
特
立
す
。
天
台
以
西

の
峯
は
、
此
に
至
り
て
盡
く
。
其
の
南
の
か
た
溪
を
隔
つ
る
は
即
ち
雙
髻
の
西
峯
な
り
。
而
し
て
蓮
花
以

西
の
峯
は
、
亦
た
此
に
至
り
て
盡
く
。

九
龍
を
過
ぎ
、
猶
ほ
山
半
に
平
行
す
る
こ
と
、
五
里
、
獅
子
峯
の
南
よ
り
其
の
西
を
繞
る
。
山
を
下
る

こ
と
又
た
五
里
に
し
て
、
馬
跡
橋
た
り
。
衡
山
西
面
の
山
始
め
て
盡
く
。
橋
は
東
の
か
た
龍
潭
を
去
る
こ

と
十
里
、
西
の
か
た
湘
郷
の
界
を
去
る
こ
と
四
十
里
、
西
北
の
か
た
白
高
を
去
る
こ
と
三
十
里
、
南
の
か

た
衡
陽
の
界
の
孟
公
坳
を
去
る
こ
と
五
里
な
り
。
馬
跡
橋
よ
り
南
し
て
一
澗
を
渡
る
。
澗
は
即
ち
方
廣
九

龍
の
水
の
白
高
に
去
る
者
な
り
。

即
ち
東
南
に
行
き
、
四
里
に
し
て
田
心
に
至
る
。
又
た
一
小
橋
を
越
え
、
一
里
に
し
て
、
一
低
坳
を
上

る
。
其
の
界
頭
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
坳
を
過
ぐ
る
こ
と
又
た
五
里
に
し
て
、
水
の
東
北
の
山
間
の
懸

崖
よ
り
し
て
下
る
有
り
。
其
の
高
さ
數
十
仞
な
り
。
是
れ
小
響
水
塘
た
り
。
蓋
し
亦
た
衡
山
の
餘
波
な
り
。

又
た
二
里
に
し
て
、
水
の
北
山
の
懸
崖
よ
り
し
て
下
る
有
り
。
是
れ
大
響
水
塘
た
り
。
闊
大
な
る
こ
と
前

崖
に
過
ぐ
。
而
し
て
水
は
兩
級
に
分
か
れ
、
轉
じ
て
峽
間
に
下
る
。
初
め
は
上
級
を
見
、
後
に
下
級
を
見

る
。
故
に
其
の
前
崖
の
飛
流
直
下
す
る
に
及
ば
ず
と
覺
る
な
り
。

前
は
即
ち
寧
水
橋
な
り
。
水
の
何
れ
の
處
よ
り
す
る
か
問
ひ
、
始
め
て
知
る
、
其
の
南
し
て
唐
夫
沙
河

よ
り
し
て
衡
州
草
橋
に
下
る
を
。
蓋
し
馬
跡
よ
り
南
に
五
里
の
孟
公
坳
は
衡
陽
と
衡
山
と
を
分
か
つ
の
界

處
に
し
て
、
其
の
水
の
北
に
下
る
者
は
、
即
ち
白
高
よ
り
し
て
一
殞
江
に
下
り
、
南
に
下
る
者
は
、
即
ち

沙
河
よ
り
し
て
草
橋
に
下
る
。
是
れ
孟
公
坳
は
特
だ
に
兩
縣
の
分
界
な
る
の
み
な
ら
ず
し
て
、
實
に
衡
山

西
來
の
過
脈
な
り
。
第
だ
其
の
坳
は
甚
だ
平
ら
に
し
て
、
其
そ
の
西
來
の
山
は
即
ち
甚
だ
し
く
は
高
か
ら

ず
、
故
に
之
を
覺
ら
ざ
る
の
み
。
始
め
て
悟
る
、
衡
山
の
來
脈
は
南
よ
り
來
る
に
非
ず
、
乃
ち
此
の
坳
よ

り
し
て
東
に
雙
髻
に
峙
し
、
又
た
東
し
て
蓮
花
峯
の
後
山
と
な
り
、
又
た
東
に
起
ち
て
石
廩
峯
と
な
り
、

始
め
て
南
北
の
二
支
に
分
か
る
。
南
は
岣
嶁
白
石
の
諸
峯
と
な
り
、
北
は
雲
霧
觀
音
と
な
り
て
以
て
天
柱

と
峙
す
。
西
路
に
よ
ら
ざ
ら
し
め
ば
、
必
ず
岣
嶁
白
石
は
乃
ち
其
の
來
脈
な
り
と
謂
（
お
も
）
は
ん
。

寧
水
橋
に
て
飯
し
て
よ
り
南
す
。
五
里
に
し
て
、
國
清
亭
を
過
ぐ
。
一
小
嶺
を
逾
ゆ
。
穆
家
洞
た
り
。
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其
の
洞
は
迴
環
圓
整
と
し
て
、
水
の
東
南
よ
り
繞
り
て
東
北
に
至
る
。
乃
ち
石
廩
峯
の
西
南
の
峽
中
の
水

な
り
。
山
も
亦
た
之
の
如
く
し
て
、
東
の
か
た
衡
山
の
西
に
附
す
。
洞
を
逕
（
ゆ
）
く
こ
と
二
里
に
し
て
、

復
た
南
へ
一
嶺
を
逾
ゆ
。
一
里
に
し
て
、
是
れ
陶
朱
下
洞
た
り
。
其
の
洞
は
甚
だ
狹
く
、
水
の
直
ち
に
西

に
去
る
。
路
は
又
た
南
し
て
峽
に
入
る
。
二
里
に
し
て
、
復
た
一
嶺
を
逾
ゆ
。
陶
朱
中
洞
た
り
。
其
の
水

も
亦
た
西
に
去
る
。
又
た
南
に
二
里
に
し
て
、
一
嶺
に
上
る
。
其
の
坳
は
甚
だ
隘
な
り
。
陶
朱
三
洞
た
り
。

其
の
洞
は
較
（
や
や
）
前
二
洞
よ
り
寛
な
る
も
、
穆
洞
の
迴
環
な
る
に
は
及
ば
ざ
る
な
り
。
二
里
に
し
て
、

又
た
一
嶺
を
逾
ゆ
。
界
江
た
り
。
其
の
水
は
東
南
よ
り
し
て
西
北
に
向
か
ひ
て
去
る
。
界
江
の
西
は
大
海

嶺
た
り
。
水
を
溯
り
て
南
に
行
く
こ
と
一
里
に
し
て
、
一
坳
に
上
る
。
亦
た
甚
だ
平
ら
か
な
り
。
乃
ち
衡

の
脈
、
又
た
西
に
度
り
て
大
海
嶺
と
な
る
者
な
り
。
其
の
坳
の
北
の
水
は
、
即
ち
西
北
し
て
唐
夫
に
下
る
。

其
の
坳
の
南
の
水
は
、
即
ち
東
南
し
て
橫
口
に
下
る
者
な
り
。
坳
を
逾
し
て
共
に
一
里
に
し
て
、
傍
塘
た

り
。
即
ち
水
に
隨
ひ
て
東
南
に
行
く
。
五
里
に
し
て
、
黑
山
た
り
。
又
た
五
里
に
し
て
、
水
口
な
り
。
兩

山
逼
湊
し
、
水
は
其
の
外
よ
り
壁
を
破
り
て
入
る
。
路
は
其
の
上
を
逾
ゆ
。
一
里
に
し
て
、
水
始
め
て
峽

を
出
で
、
路
も
亦
た
夷
に
就
く
。
又
た
一
里
に
し
て
、
是
れ
橫
口
た
り
。
傍
塘
・
黑
山
の
水
は
南
に
下
り
、

岣
嶁
の
水
は
西
南
に
來
り
、
此
に
至
り
て
合
す
。
其
の
地
は
北
の
か
た
岣
嶁
・
白
石
諸
峯
を
望
む
こ
と
甚

だ
近
く
、
南
の
か
た
衡
州
を
去
る
こ
と
尚
ほ
五
十
里
な
り
。
遂
に
旅
店
に
止
宿
す
。
是
の
日
、
共
に
行
く

こ
と
六
十
里
な
り
。

●
語
注

○
茅
禿

熟
語
は
な
い
。
朱
恵
栄
・
黄
珅
は
「
つ
る
つ
る
に
禿
げ
て
い
て
、
わ
ず
か
に
茅
草
が
生
え
て
い

る
」
と
訳
す
。

○
三
龍
潭

黄
珅
は
、
黒
沙
潭
・
白
沙
潭
・
黄
沙
潭
と
注
す
る
。
「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
九
五
裏
に
「
〔
黄

沙
潭
〕
〔
白
沙
潭
〕
皆
在
蓮
華
峯
澗
水
所
注
」
と
あ
る
。

○
龍
潭
寺

「
南
嶽
志
」
巻
一
九
寺
観
六
四
表
に
「
〔
龍
潭
寺
〕
在
黒
沙
潭
」
と
あ
る
。
「
南
嶽
市
」
図

に
見
え
る
。

○
雙
髻
峯

黄
珅
は
、
南
嶽
七
十
二
峯
の
ひ
と
つ
と
注
す
。

○
獅
子
峯

黄
珅
は
、
別
名
、
柿
蒂
峯
と
注
す
「
南
嶽
市
」
図
に
見
え
る
。

○
九
龍

朱
恵
栄
は
「
九
龍
坪
」
と
す
る
。
「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
八
一
裏
に
「
〔
九
龍
坪
〕
在
祝
融
峯

後
」
と
あ
り
、
南
岳
西
部
で
は
な
い
。
黄
珅
は
「
九
龍
渓
」
と
す
る
。
不
詳
。

○
馬
跡
橋

「
南
嶽
志
」
巻
五
形
勝
九
十
九
裏
に
「
〔
馬
蹟
橋
〕
距
方
廣
寺
三
十
里
。
北
接
衡
陽
界
。
昔

朱
張
二
子
遊
嶽
、
從
此
取
道
」
と
あ
り
、
ふ
た
り
の
「
過
馬
蹟
橋
詩
」
を
載
せ
る
。
「
地
名
湖
南
」
に
記

載
が
あ
る
。
黄
珅
は
、
衡
山
西
側
の
要
衝
と
注
す
。
「
南
嶽
市
」
図
に
み
え
る
。

○
湘
郷

明
代
は
県
で
長
沙
府
に
属
す
。
湘
潭
地
級
市
湘
郷
市
。
県
治
自
身
は
、
馬
迹
橋
の
遙
か
北
に
位

置
す
る
。

○
孟
公
坳

黄
珅
は
、
衡
山
県
と
衡
陽
県
の
間
に
あ
る
山
坳
と
注
す
る
。

○
白
高

黄
珅
は
今
の
白
果
と
い
う
。
白
果
鎮
は
、
馬
迹
橋
か
ら
西
北
で
は
な
く
、
北
に
位
置
す
る
。

○
田
心

譚
民
政
（
一
一
○
頁
）
は
今
の
「
団
山
村
」
だ
ろ
う
と
い
う
。

○
一
低
坳

こ
れ
が
上
述
の
孟
公
坳
。

○
界
頭

今
の
界
牌
鎮
だ
ろ
う
。
「
地
名
湖
南
」
に
界
牌
鎮
の
記
事
が
あ
る
。
孟
公
坳
の
中
に
あ
る
の
だ

と
思
わ
れ
る
。

○
小
響
水
塘
、
大
響
水
塘

譚
民
政
（
一
一
二
～
一
一
六
頁
）
は
、
そ
れ
ら
し
い
と
こ
ろ
を
特
定
し
た
と
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い
う
。

○
唐
夫
沙
河

沙
江
。
蒸
江
の
別
名
（
二
月
一
日
条
参
照
）
。
黄
珅
は
「
指
蒸
江
、
又
作
蒸
水
」
と
注
し
、

源
流
を
宝
慶
府
（
今
の
邵
陽
市
）
に
求
め
て
、
（
東
流
し
、
さ
ら
に
南
流
し
て
）
衡
州
府
城
で
湘
江
に
合

流
す
る
と
注
す
る
。

○
草
橋

黄
珅
は
「
又
名
青
草
橋
、
韓
橋
。
在
衡
陽
城
北
。」
と
注
す
。

○
一
殞
江

黄
珅
は
「
即
一
宿
河
、
指
涓
水
」
と
注
す
。
涓
水
は
白
果
市
を
経
て
北
東
に
流
れ
、
湘
潭
で

湘
江
に
合
流
す
る
。
「
殞
」
は
死
ぬ
、
落
ち
る
。
「
遊
記
」
で
は
「
口
」
を
「
巛
」
に
作
る
も
ソ
フ
ト
に

な
い
た
め
、
「
口
」
で
表
記
す
る
。

○
岣
嶁

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
四
衡
州
府
山
川
に
「
〔
岣
嶁
峯
〕
在
府
城
北
五
十
二
里
。
高
一
千
五
百

丈
。
」
と
あ
り
、
《
湘
中
記
》
か
ら
「
岣
嶁
山
有
玉
牒
。
禹
案
其
文
、
以
治
水
。
上
有
禹
碑
」
を
引
き
、

韓
愈
の
詩
を
載
せ
る
。
黄
珅
は
《
山
海
経
》
か
ら
と
し
て
「
衡
山
一
名
岣
嶁
」
と
引
く
が
、
現
行
本
《
山

海
経
》
に
は
「
岣
嶁
」
の
記
事
は
無
く
い
。
「
中
山
経
」
に
「
又
東
四
十
五
里
、
曰
衡
山
」
と
あ
り
、
郭

璞
の
注
に
「
今
衡
山
在
衡
陽
湘
南
県
、
南
嶽
也
、
俗
謂
之
岣
嶁
山
」
と
あ
る
。

○
白
石

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
四
衡
州
府
山
川
に
「
〔
白
石
峯
〕
在
府
城
北
五
十
五
里
。
山
多
白
石
」

と
あ
る
。

○
國
清
亭

「
南
嶽
市
」
図
に
「
國
清
」
が
見
え
、
寺
院
記
号
も
載
せ
る
。
黄
珅
は
国
清
寺
だ
と
い
い
、

「
今
已
廃
」
と
注
す
。
譚
民
政
は
、「
現
名
国
慶
村
」
と
い
う
（
一
一
七
頁
）
。

○
穆
家
洞

黄
珅
は
、
以
下
の
陶
朱
諸
洞
同
様
、
洞
穴
で
は
な
く
、
群
山
に
囲
ま
れ
て
形
成
さ
れ
る
山
塢

だ
と
、
注
す
。

○
界
江

大
地
図
に
見
え
る
。

○
大
海
嶺

「
南
嶽
市
」
図
に
大
霞
嶺
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
か
。

○
橫
口

今
の
岣
嶁
か
。
「
樟
木
市
」
図
に
神
王
山
が
見
え
、
大
地
図
に
は
岣
嶁
に
隣
接
し
て
神
皇
の
地

名
が
見
え
る
。
譚
民
政
は
神
皇
村
を
訪
ね
て
い
る
（
一
一
九
頁
）
。

○
傍
塘

「
南
嶽
市
」
図
に
伴
塘
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
か
。
譚
民
政
は
伴
塘
水
庫
の
存
在
を
確
認

し
て
い
る
（
一
一
八
頁
）
。

○
黑
山

譚
民
政
は
こ
こ
だ
と
す
る
山
を
紹
介
し
て
い
る
（
一
一
八
頁
）。

●
口
語
訳

二
十
八
日

《

》
南
岳
西
部
を
衡
陽
県
へ

23
●
方
広
寺
か
ら
馬
跡
橋
へ

早
朝
に
起
き
る
。
風
雨
は
お
さ
ま
っ
て
い
な
い
。

寧
禪
・
慶
禪
の
二
僧
が
固
く
留
め
た
が
、
私
は
無
理
を
言
っ
て
出
立
し
、
彼
ら
と
別
れ
る
こ
と
と
す
る
。

慶
禪
が
見
送
っ
て
く
れ
て
、
補
衲
台
で
別
れ
た
。

か
く
し
て
渓
流
に
沿
っ
て
西
に
行
く
。
渓
流
と
小
路
を
南
北
に
は
さ
む
両
側
の
山
は
す
べ
て
う
っ
す
ら

と
茅
が
生
え
て
い
る
、
の
っ
ぺ
り
と
し
た
は
げ
山
で
あ
る
。
五
里
進
ん
で
、
始
め
て
石
崖
に
樹
木
が
生
い

茂
り
、
渓
流
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
崖
が
水
面
に
影
を
落
と
し
、
渓
流
の
音
が
し
て
、

上
下
で
交
互
に
映
え
て
い
る
。
さ
ら
に
又
た
二
里
で
、
渓
流
を
隔
て
た
前
の
山
に
、
東
南
か
ら
峡
谷
（
と

そ
こ
を
流
れ
る
渓
流
）
が
流
れ
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
水
は
方
広
寺
か
ら
の
水
と
合
流
し
て
西

に
流
れ
去
る
。
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北
に
向
っ
て
崖
を
登
る
。
崖
の
下
は
石
崖
と
樹
木
と
が
愈
々
密
に
な
っ
て
い
る
。
澗
水
が
深
い
壑
を
流

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
黑
・
白
・
黄
の
三
龍
潭
が
あ
る
。
両
側
の
崖
壁
は
そ
そ
り
立
っ
て
い
て
古
い
道
が

折
れ
曲
が
り
な
が
ら
上
っ
て
い
る
。
（
そ
こ
を
上
っ
て
い
る
と
）
澗
水
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
、
川
面
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
山
の
中
腹
を
平
行
に
進
む
こ
と
三
里
で
、
鵝
公
嘴
を
過
ぎ
、
龍
潭
寺
に
至
る
。

龍
潭
寺
は
天
台
西
峯
の
下
に
あ
る
。
そ
の
南
は
双
髻
峯
で
あ
る
。
お
も
う
に
天
台
峯
と
双
髻
峯
と
が
西

か
ら
挟
む
よ
う
に
伸
び
て
い
て
、
そ
の
間
に
龍
潭
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
。
龍
潭
を
北
に
上
れ
ば
、
す

ぐ
に
龍
潭
寺
で
あ
る
。
寺
の
西
は
獅
子
峯
で
あ
る
、
切
り
立
っ
て
と
が
っ
て
直
立
し
て
い
る
。
天
台
以
西

の
峯
は
、
こ
こ
で
尽
き
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
渓
流
を
南
に
隔
て
て
い
る
の
は
双
髻
峯
の
西
峯
で
あ
る
。
蓮

花
峯
以
西
の
峯
も
、
こ
こ
で
尽
き
て
い
る
。

九
龍
を
過
ぎ
、
山
の
中
腹
あ
た
り
を
平
行
に
進
む
こ
と
五
里
で
、
獅
子
峯
の
南
か
ら
そ
の
西
を
繞
る
。

山
を
下
る
こ
と
さ
ら
に
五
里
で
、
馬
跡
橋
で
あ
る
。
衡
山
の
西
面
の
山
は
こ
こ
で
全
く
尽
き
る
。
橋
は
東

の
方
は
龍
潭
寺
か
ら
十
里
、
西
の
方
は
湘
郷
の
境
界
か
ら
四
十
里
、
西
北
の
か
た
白
高
か
ら
三
十
里
、
南

の
か
た
衡
陽
の
界
の
孟
公
坳
か
ら
五
里
で
あ
る
。

●
衡
山
西
側
を
南
下
、
衡
山
衡
陽
県
境
の
界
頭
へ
】

馬
跡
橋
か
ら
南
に
澗
水
を
渡
る
。
こ
の
澗
は
、
方
広
寺
・
九
龍
か
ら
白
高
に
流
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
ぐ
さ
ま
東
南
に
行
き
、
四
里
で
田
心
に
至
る
。
さ
ら
に
ひ
と
つ
の
小
橋
を
越
え
、
一
里
す
す
ん
で
、

ひ
と
つ
の
小
さ
な
山
坳
（
孟
公
坳
）
を
上
る
。
こ
こ
が
界
頭
で
あ
る
の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
坳
を
通
過

し
て
さ
ら
に
五
里
で
、
東
北
方
向
の
山
間
の
懸
崖
か
ら
下
っ
て
く
る
水
（
瀑
布
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
高
さ

は
数
十
仞
あ
っ
た
。
こ
れ
が
小
響
水
塘
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
も
ま
た
衡
山
か
ら
伸
び
て
い
る
余
波
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
二
里
で
、
北
の
山
の
懸
崖
か
ら
く
だ
っ
て
く
る
水
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
大
響
水
塘
で
あ

る
。
前
の
崖
に
懸
か
っ
て
い
た
小
響
水
塘
よ
り
規
模
が
大
き
い
。
こ
ち
ら
の
瀑
布
は
二
段
に
分
か
れ
て
お

り
、
転
じ
て
峡
谷
の
間
に
流
れ
落
ち
て
い
る
。
ま
ず
上
段
の
流
れ
だ
け
が
見
え
、
そ
の
後
で
下
段
の
流
れ

が
見
え
る
。
だ
か
ら
は
じ
め
は
、
真
っ
直
ぐ
に
流
れ
落
ち
て
い
る
小
響
水
塘
よ
り
も
規
模
が
小
さ
い
と
誤

解
を
し
て
い
た
（
上
下
段
の
流
れ
を
見
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
）

す
ぐ
前
が
、
寧
水
橋
で
あ
る
。
そ
の
水
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
と
質
問
し
た
こ
と
か
ら
、
南
に
流
れ
て

唐
夫
沙
河
を
経
て
衡
州
の
草
橋
に
下
る
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

●
南
岳
衡
山
の
地
脈
の
考
察

思
う
に
馬
跡
橋
よ
り
南
に
五
里
に
あ
る
孟
公
坳
は
、
衡
陽
県
と
衡
山
県
と
を
分
か
つ
の
境
界
に
位
置
す

る
が
、
こ
こ
か
ら
北
に
下
る
川
は
、
そ
の
ま
ま
白
高
（
白
果
鎮
）
を
経
由
し
て
一
殞
江
に
下
る
。
南
に
下

る
川
は
、
そ
の
ま
ま
沙
河
を
経
て
草
橋
に
下
る
。
つ
ま
り
孟
公
坳
は
、
た
だ
両
県
の
境
界
を
な
す
の
み
で

は
な
く
、
ま
こ
と
に
衡
山
か
ら
西
に
伸
び
て
き
た
脈
な
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
山
坳
は
甚
だ
平
ら
か
な
の

で
、
西
来
の
山
も
甚
だ
し
く
は
高
く
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
が
脈
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。そ

れ
が
こ
こ
へ
来
て
始
め
て
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
衡
山
か
ら
の
山
脈
は
南
か
ら
来
る
の
で
は
な
く
、

と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
山
坳
か
ら
発
し
て
い
る
。
東
で
は
双
髻
と
し
て
聳
え
、
さ
ら
に
東
に
伸
び
て
蓮
花

峯
の
後
山
と
な
り
、
さ
ら
に
ま
た
東
に
起
ち
て
石
廩
峯
と
な
り
、
そ
こ
で
始
め
て
南
北
の
二
支
に
分
か
れ

る
。
南
へ
の
支
脈
は
岣
嶁
・
白
石
の
諸
峯
と
な
り
、
北
へ
の
支
脈
は
雲
霧
・
観
音
と
な
っ
て
さ
ら
に
天
柱

峯
と
対
峙
し
て
い
る
。

衡
山
の
西
側
の
経
路
に
よ
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
岣
嶁
峯
や
白
石
峯
は
、
衡
山
か
ら
直
接
延

伸
し
て
き
た
山
脈
だ
と
勘
違
い
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
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［
湖
広
衡
州
府
衡
陽
県
域
］

●
衡
陽
県
を
南
下
：
国
清
亭
、
界
江
を
経
て
、
横
口
へ

寧
水
橋
で
昼
食
を
取
り
、
そ
こ
か
ら
南
下
す
る
。
五
里
で
、
国
清
亭
を
過
ぎ
る
。
一
小
嶺
を
越
え
る
と
、

穆
家
洞
で
あ
る
。

こ
の
洞
は
（
洞
穴
で
は
な
く
）
、
周
囲
を
山
が
ぐ
る
り
と
廻
り
円
形
を
な
し
い
る
場
所
で
あ
る
。
川
が

東
南
か
ら
め
ぐ
っ
て
き
て
東
北
へ
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
石
廩
峯
の
西
南
の
峽
中
か
ら
流
れ
出
て
い
る
川

で
あ
る
。
山
筋
も
同
様
で
東
南
か
ら
め
ぐ
っ
て
東
北
へ
至
っ
て
お
り
、
東
の
方
は
。
衡
山
の
西
部
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

洞
内
を
二
里
進
み
、
再
び
南
へ
一
嶺
を
越
え
る
。
さ
ら
に
一
里
進
む
と
、
陶
朱
下
洞
で
あ
る
。
こ
の
洞

は
甚
だ
狭
く
、
川
が
真
っ
直
ぐ
に
西
に
流
れ
去
っ
て
い
る
。
道
筋
は
南
に
向
か
っ
て
峡
谷
に
入
る
。

二
里
進
み
、
再
び
一
嶺
を
越
え
る
と
、
陶
朱
中
洞
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
川
が
西
に
流
れ
去
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
又
た
南
に
二
里
進
み
、
一
嶺
を
上
る
。
こ
の
山
坳
は
と
て
も
狭
い
。
陶
朱
三
洞
で
あ
る
こ
の
洞
は

前
の
二
洞
よ
り
も
や
や
広
い
が
、
穆
洞
が
周
り
を
ぐ
る
り
と
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
て
広
々
と
し
て
い
る
の

に
は
及
ば
な
い
。

二
里
進
み
、
さ
ら
に
又
た
一
嶺
を
越
え
る
と
、
界
江
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
川
が
東
南
か
ら
西
北
に
向
か

っ
て
流
れ
去
る
。
界
江
の
西
は
大
海
嶺
で
あ
る
。
川
を
溯
っ
て
南
に
一
里
行
き
、
一
山
坳
を
上
る
。
こ
れ

も
と
て
も
平
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
衡
山
の
山
脈
は
、
西
に
渡
っ
て
き
て
大
海
嶺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
山
坳
の
北
面
の
川
は
、
た
だ
ち
に
西
北
に
流
れ
て
唐
夫
ま
で
下
る
。
南
面
の
川
は
、
た
だ
ち
に
東
南
に

流
れ
て
橫
口
に
下
る
。

山
坳
を
越
え
、
あ
わ
せ
て
一
里
で
、
傍
塘
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
川
に
沿
っ
て
東
南
に
行
く
。
五
里
で
、

黑
山
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
五
里
で
、
水
口
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
川
の
両
側
か
ら
山
が
迫
っ
て
き
て
い
て
、

そ
の
山
の
壁
を
破
る
よ
う
に
し
て
川
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
路
筋
は
そ
の
川
の
上
を
越
え
て
行
く
。
一
里

で
、
川
は
は
じ
め
て
峡
谷
か
ら
外
へ
出
て
、
路
も
平
坦
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
又
た
一
里
で
、
橫
口
で
あ
る
。

傍
塘
・
黑
山
と
流
れ
て
来
た
川
は
南
に
下
り
、
岣
嶁
峯
か
ら
の
川
は
西
南
へ
流
れ
て
き
て
、
こ
の
地
で
合

流
す
る
。
こ
の
地
か
ら
北
の
か
た
岣
嶁
・
白
石
諸
峯
を
望
む
と
と
て
も
近
く
に
見
え
る
。

南
の
か
た
衡
州
ま
で
は
な
お
五
十
里
で
あ
る
。
遂
に
旅
店
に
止
宿
す
る
。
こ
の
日
進
ん
だ
行
程
は
六
十

里
で
あ
っ
た
。

■
補
足
：
「
遊
衡
山
日
記
」
の
ま
と
め

衡
山
探
索
は
、
ま
ず
東
南
麓
の
南
岳
太
廟
及
び
そ
の
周
辺
の
祝
聖
寺
等
寺
観
・
廟
や
洞
を
見
学
し
、
西

北
に
上
っ
て
、
半
山
庵
・
南
天
門
を
経
て
山
頂
に
至
る
の
が
主
な
ル
ー
ト
で
、
山
頂
及
び
そ
の
周
辺
の
上

封
寺
・
祝
融
峯
・
會
仙
橋
な
ど
の
探
索
が
メ
イ
ン
。
多
く
は
こ
こ
ま
で
で
引
き
返
す
。
薄
井
が
二
○
○
八

年
に
訪
問
し
た
際
も
、
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

徐
霞
客
の
場
合
は
、
登
山
の
前
に
山
麓
の
水
簾
洞
と
九
真
洞
を
探
索
し
て
い
る
が
、
南
岳
太
廟
や
周
辺

の
寺
観
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
。
山
頂
へ
至
る
間
の
記
述
も
ご
く
簡
略
で
、
祝
融
峯
山
頂
に

お
け
る
遊
行
に
つ
い
て
は
全
く
記
事
が
な
い
。
意
図
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
た
ま
た
ま
こ
の
部
分
が
脱

落
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
南
嶽
に
関
し
て
多
く
の
遊
記
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
名
勝
や
寺
観
な

ど
に
つ
い
て
は
、
徐
霞
客
游
記
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
触
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
あ
ま
り
人
が
訪
れ
な
い
南
嶽
の
西
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
十
六
日
条
を
中
心
に
、
十

分
に
探
索
し
て
詳
細
な
記
事
を
残
し
て
い
る
。
そ
し
て
従
来
の
理
解
と
は
異
な
る
南
岳
衡
山
の
地
脈
を
見
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い
だ
し
て
お
り
、
「
南
嶽
之
勝
乃
盡
」
と
記
述
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
語
り
尽

く
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
る
メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
西
部
地
域
に
つ

い
て
詳
述
す
る
姿
勢
に
は
、
徐
霞
客
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
人
が
訪

れ
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
道
は
整
備
さ
れ
て
お
り
、
一
月
一
五
日
の
雲
陽
山
の
よ
う
な
道
な
き
道
を
行
く

と
い
う
苦
労
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
第
三
部
へ
続
く
）

訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
五
年
二
月
二
十
五
日


